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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

本標準は、ＩＳＯ規格ＩＳＯ　８８０２等の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ならびにＩＳＯ　８８０２－

２論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル規定を満たすローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）に接続され

たＬＡＮステーションにおいて、ＩＳＯ　８３４８に基づくＯＳＩコネクション型ネットワークサービス

及びＩＳＯ　８３４８　ＡＤ１に基づくコネクションレス型ネットワークサービスを提供するエンティ

ティのプロトコルプロファイル（機能標準）を規定する。プロトコルプロファイルを規定する対象のプロ

トコルはＬＡＮのネットワークレイヤのプロトコル（コネクション型プロトコルはＪＳ－８２０８に、ま

た、コネクションレス型プロトコルはＩＳＯ　８４７３に、ＥＳとＩＳとのルーティング情報交換プロト

コルはＩＳＯ　９５４２に、それぞれ準拠する）および論理リンク制御（ＬＬＣ）サブレイヤのプロトコ

ル（ＩＳＯ　８８０２－２に準拠する）である。プロファイルの規定に当たっては、プロトコルの組合せ

について、コネクション型プロトコル（本標準の７章）に関してＩＳＯ　８８８０－１、２およびＩＳＯ　８

８８１に従い、コネクションレス型プロトコル（本標準の８章）に関してＩＳＯ　８８８０－１、３に従

うとともに、ファシリティの選択、システムパラメータ値の指定等詳細を規定している。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

上記のように、本標準は多くの他国際標準に関連し、対象とするプロトコルやサービスはその規定に準

拠している。（表１、付録１）
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表１　本ＴＴＣ標準の位置づけ

コネクション型 コネクションレス型分類

レイヤ ﾌﾟﾛﾄｺﾙ標準 機能標準 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ標準 機能標準

ｻｰﾋﾞｽ ISO 8072 ISO 8072
４

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ ISO 8073

クラス０，２

を前提 ISO 8073 AD2

　クラス４

　を前提

ｻｰﾋﾞｽ ISO 8348

(ISO 8878)

７．１節 ISO 8348 AD1 ８．１節

３
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ JS 8208

(ISO 8208)

７．２節 ISO 8473

ISO 9542

８．２節

８．３節

ｻｰﾋﾞｽ ７．３節 ８．４節

Ｌ

Ｌ

Ｃ

ISO 8802-2

LLC ﾀｲﾌﾟ 2 ７．４節

ISO 8802-2

LLC ﾀｲﾌﾟ 1 ８．５節

ISO 8880-1,2    ISO 8881       ISO 8880-1,3

(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ組合せ)  (X.25 使用法)   (ﾌﾟﾛﾄｺﾙ組合せ)

２

プ

ロ

ト

コ

ル

Ｍ

Ａ

Ｃ

１

ISO 8802-3

ISO 8802-4

ISO 8802-5

ISO 8802-7

ISO 9314-1

ISO 9314-2

ISO 9314-3

：ＪＳ－８８８０－ａの規定範囲

（注）ＬＬＣタイプ３の扱いについては今後検討する。
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本標準では 1 項で述べた他国際標準に対し LAN への適用を考慮して、以下を新たに規定している。 

（1）コネクション型プロトコル 

① LLC プロトコルとして LLC タイプ 2 の選択 

② オプショナルユーザファシリティの種類の選択（非標準デフォルトパケット長、同ウィンドウサ

イズ、フロー制御パラメータネゴシエーション、の必須使用等） 

③ オプショナル DTE ファシリティの種類の選択（被呼／起呼アドレス拡張の必須使用） 

④ ネットワークプロトコルおよび LLC プロトコルのタイマ、再送カウンタ、フロー制御パラメー

タの選択と標準値の規定 

⑤ LLC サービスパラメータの選択（優先度パラメータの不使用） 

（2）コネクションレス型プロトコル 

① ネットワークサービスのサービス品質パラメータの使用 

② ネットワークプロトコルのフルセットの使用（非セグメンティングサブセット、インアクティブ

サブセットの不使用） 

③ オプション機能の選択（パラメータの選択と標準値の規定） 

－セグメント許可フラグ、チェックサム等 

④ LLC サービスパラメータの選択（優先度パラメータの不使用） 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制 定 日 改  版  内  容 

第 1 版 昭和 63 年 11 月 30 日 制 定 

第 2 版 

 

平成 3 年 4 月 26 日 

 

ルーティング情報交換プログラムの追加 

および輻輳通知機能の使用に伴う修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
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１．概　要

本標準は、ＩＳＯ規格ＩＳＯ　８８０２等の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）ならびにＩＳＯ　８８０２－

２論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル規定を満たすローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）上でＯＳＩ

コネクション型及びコネクションレス型ネットワークサービスを提供するためのプロトコルプロファイル

を規定する。プロトコルプロファイルを規定する対象のプロトコルはＬＡＮのネットワークレイヤのサー

ビス、プロトコル及び論理リンク制御（ＬＬＣ）サブレイヤのサービス、プロトコルである。ここで、プ

ロトコルプロファイルとは、ＬＡＮエンド・ステーション間相互の接続性を高めるため、標準プロトコル

に対し、オプションの選択やタイマ等のパラメータ値を指定したものである。

２．適用分野

本標準は、ＩＳＯ　８８０２が規定する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルを具備した装置（これ

をＬＡＮステーションと称す）に適用される。

本標準が適用される網構成として、図２－１／ＪＳ－８８８０－ａの５種類がある。

ＬＡＮエンド・ステーションにおけるネットワークサービスには以下の２種がある。

(1)　コネクション型ネットワークサービス

ネットワークレイヤ利用者に対して、無視できる順序誤り率、パケット紛失率およびパケット冗送率、

を満たすこと、およびフロー制御、ふくそう制御機能を有すること、が要求されるネットワークにおい

ては、ネットワークプロトコルとしてコネクション型ネットワークプロトコルⅩ．２５ＰＬＰ（ＪＳ－

８２０８）を、ＬＬＣプロトコルとしてコネクション型ＬＬＣプロトコル（ＬＬＣタイプ２）を適用す

る。

(2)　コネクションレス型ネットワークサービス

ネットワークレイヤ利用者に対して、無視できる順序誤り率、パケット紛失率及びパケット冗送率を

満たせる見込みがあるか、または見込みがなくてもネットワークレイヤ利用者にエラー通知が許される

ネットワークにおいて、ネットワークプロトコルとしてコネクションレス型ネットワークプロトコル（Ｉ

ＳＯ　８４７３）および、ＥＳとＩＳ間でルーティング情報を交換するために、ＥＳ－ＩＳプロトコル

（ＩＳＯ　９５４２）を、ＬＬＣプロトコルとしてコネクションレス型ＬＬＣプロトコル（ＬＬＣタイ

プ１）を適用する。
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（注）コネクション型ネットワークとコネクションレス型ネットワークの接続には、コネクション型／コネク
ションレス型のプロトコル変換がトランスポートレイヤ以下を処理するＩＷＵにおいて必要となる。
ＬＡＮｴﾝﾄﾞ･ｽﾃｰｼｮﾝは、ＬＡＮｽﾃｰｼｮﾝの構成するＬＡＮｴﾝﾄﾞ･ｽﾃｰｼｮﾝとＩＷＵのうち、ＩＷＵを除くものであり、

ＩＳＯ　９５４２におけるＥＳにあたる。

図２－１／ＪＳ－８８８０－ａ　本標準の網構成
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３．参考資料

(1)　ＩＳＯ　８８８０－１～３：ＯＳＩネットワークサービスを提供およびサポートするためのプロトコ

ルの組合せ（一般原則、コネクション型ネットワークサービスの提供およびサポート、コネクションレ

ス型ネットワークサービスの提供およびサポート）

(2) 　ＩＳＯ　８８８１：ＬＡＮ上でのＸ．２５パケットレベルプロトコルの使用

(3) 　ＩＳＯ　８３４８：ネットワークサービス定義－コネクション型転送－

(4) 　ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ１：ネットワークサービス定義－コネクションレス型転送－

(5) 　ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２：ネットワークサービス定義－ネットワークレイヤアドレシング－

(6) 　ＩＳＯ　８８７８：ＯＳＩコネクション型ネットワークサービスを提供するためのＸ．２５使用

(7) 　ＪＳ－８２０８：ＤＴＥ／ＤＴＥ環境におけるコネクション型ネットワークプロトコル

(8) 　ＩＳＯ　８４７３：コネクションレス型ネットワークサービスを提供するためのプロトコル

(9) 　ＩＳＯ　８４７３　ＡＤ１：コネクションレス型ネットワークサービスを提供するためのプロトコル

－ＩＳＯ　８４７３によるアンダライイングサービスの提供

(10)　ＩＳＯ　８８０２－２：ＬＡＮにおける論理リンク制御

(11)　ＩＳＯ　８８０２－３、４、５、７：ＬＡＮにおける媒体アクセス制御

（ＣＳＭＡ／ＣＤ、Token Passing Bus，Token Passing Ring，Slotted Ring）

(12)　ＩＳＯ　９３１４－１、２、３：物理レイヤ媒体依存部　ＦＤＤＩ物理レイヤ、媒体アクセス制御サ

ブレイヤ

(13)　ＩＳＯ　７４９８：開放型システム間相互接続　基本参照モデル

(14)　ＩＳＯ　９５４２：ＥＳとＩＳが構成情報とルーティング情報を交換するプロトコル

(15)　ＪＩＳ　Ｘ５００３－１９９０年　参考Ｓ１２（Ｖ２．０）：ＬＡＮ下位層実装規約

(16)　ＪＩＳ　Ｘ５００３－１９９０年　参考Ｓ１７（Ｖ２．０）：ネットワーク層中継実装規約
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４．定　義

(1) 　Ｘ．２５パケットレベルエンティティ

パケット転送を呼の設定と解放機能並びにフロー制御機能を有する方法で行うＯＳＩ参照モデルネッ

トワークレイヤの能動的要素

(2) 　利用者モード

Ｘ．２５パケットレベルエンティティの動作状態であり、データ通信における装置側（端末側）のネッ

トワークレイヤの機能を提供する。

(3) 　網モード

Ｘ．２５パケットレベルエンティティの動作状態であり、データ通信における回線側のネットワーク

レイヤの機能を提供する。

(4) 　ＤＴＥ

データ通信を実現するためのデータの入力、又は出力あるいはその両方の機能を備えた装置。本装置

はＸ．２５パケットレベルエンティティを有し、網モード並びに利用者モードの両方、あるいは利用者

モードのみの機能を有す。

(5) 　ＤＸＥ

ＤＴＥの通信相手であるＤＴＥとＤＣＥを総称して（自装置と区別して）ＤＸＥと呼ぶ。

(6) 　ＤＴＥ／ＤＴＥ環境

ＤＴＥ相互が通信する装置接続構成および通信ができる状態をいう。この環境では一方のＤＴＥは網

モードでなければならない。

(7) 　コネクション

２つ以上の上位エンティティ間に該当レイヤによって設定された関係をいう。

(8) 　コネクション型

コネクションの設定された環境におけるデータ伝送をいう。

(9) 　コネクションレス型

データユニット間に論理的関係を保持する必要がなくコネクションの設定された環境でもないデータ

伝送をいう。

(10)　ＬＡＮ

利用者設備のデータステーション間で（ストアアンドフォワード技術を用いず）シリアルにかつ直接

にデータ通信を行う私設データネットワークをいう。
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(11)　ＯＳＩネットワークサービス

開放形システム間相互接続によって供給されるネットワークサービスをいう。

(12)　ＬＡＮステーション

データリンクレイヤにＩＳＯ　８８０２－３、４、５、７ならびにＩＳＯ　９３１４－１、２、３（Ｆ

ＤＤＩ）の規定する媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコルを実装する装置をいい、ＬＡＮエンド・ス

テーションとＩＷＵとから構成される。ＬＡＮエンド・ステーションはＩＳＯ　９５４２におけるＥＳ

にあたる。

(13)　ＬＬＣ

ＬＡＮにおいて、ＭＡＣサブレイヤのサービスを用いて、伝送媒体に依存しないデータリンク機能を

ネットワークレイヤに提供するレイヤ２サブレイヤをいう。

(14)　ＩＷＵ

ＬＡＮ，ＬＡＮ間またはＬＡＮ，ＷＡＮ間を相互接続する網間の接続装置をいい、ネットワーク中継

機能を持つＩＷＵは、ＩＳＯ　９５４２におけるＩＳにあたる。

(15)　ＥＳ（エンド・ステーション）

ＯＳＩ標準の要求を満たす装置を抽象化したものであり、ＥＳはネットワーク層より上の層の機能も

実施し、ＥＳ内のネットワーク層エンティティはネットワーク層間システム通信の機能を提供する。

(16)　ＩＳ（中間システム）

ＯＳＩ標準の要求を満たす装置を抽象化したものであり、ＩＳは参照モデルの下位３層の機能を実施

し、ＩＳ内のネットワーク層エンティティは、ネットワーク層間システム通信の機能と中継機能を提供

する。

５．略　号

－ＢＳＮＰＡ ：Subnetwork Address of better route to destination

－ＣＬＮＰ ：Connectionless mode Network Protocol

－ＣＩ ：Configuration Information

－ＣＴ ：Configuration Timer

－ＤＡ ：Destination Address

－ＤＣＥ ：Data Circuit-terminating Equipment

－ＤＳＡＰ ：Destination Service Access Point
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－ＤＴＥ ：Data Terminal Equipment

－ＤＴ　ＰＤＵ ：Data Protocol Data Unit

－ＤＸＥ ：Data Terminal／Circuit－terminating Equipment

－ＥＲ　ＰＤＵ ：Error Report Protocol Data Unit

－ＥＳ ：End System

－ＥＳＣＴ ：Suggested End System Configuration Timer

－ＥＳＨ　ＰＤＵ ：End System Hello Protocol Data Unit

－ＦＤＤＩ ：Fiber Distributed Data Interface

－ＧＦＩ ：General Format Identifier

－ＨＴ ：Holding Time

－ＩＳ ：Intermediate System

－ＩＳＨ　ＰＤＵ ：Intermediate System Hello Protocol Data Unit

－ＩＷＵ ：Interworking Unit

－ＬＡＮ ：Local Area Network

－ＬＣＧＮ ：Logical Channel Group Number

－ＬＣＩ ：Logical Channel Identifier

－ＬＣＮ ：Logical Channel Number

－ＬＬＣ ：Logical Link Control

－ＬＳＡＰ ：Link layer Service Access Point

－ｌｓｂ ：least significant bit

－ＭＡＣ ：Medium Access Control

－ｍｓｂ ：most significant bit

－ＮＰＤＵ ：Network Protocol Data Unit

－ＮＳ ：Network Service

－ＮＳＡＰ ：Network Service Access Point

－ＮＳＤＵ ：Network Service Data Unit

－ＯＳＩ ：Open Systems Interconnection

－ＰＤＵ ：Protocol Data Unit

－ＰＶＣ ：Permanent Virtual Circuit

－ＱＯＳ ：Quality of Service
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－ＲＤ　ＰＤＵ ：Redirect Protocol Data Unit

－ＲＩ ：Redirect Information

－ＲＩＢ ：Routing Information Base

－ＳＡ ：Source Address

－ＳＤＵ ：Service Data Unit

－ＳＮＰＡ ：Sub-Network Point of Attochment

－ＳＳＡＰ ：Source Service Access Point

－ＶＣ ：Virtual Call

－ＷＡＮ ：Wide Area Network

６．設計原則

(1)　プロトコルプロファイルの規定にあたっては、既に存在する国際標準および国内標準は引用しそれに

準拠することとし、未規定の部分についてＬＡＮエンド・ステーション間の接続に必要な機能標準を規

定する。

(2)　Ｘ．２５　ＷＡＮ、直通回線等のＬＡＮ以外のサブネットワークの通信特性は、規定対象外とし、可

変なパラメータとして表記する。

(3)　本標準では、以下の理由により、レイヤ２～３のプロトコルプロファイルを規定する。

①　各種のＭＡＣ方式に対し、ＭＡＣサービスは統一されており、個々のＭＡＣサブレイヤ、レイヤ１

の規定は原則(1)より、他標準を引用することで十分である。

②　ＩＷＵを用いたＬＡＮ，ＷＡＮの各種の相互接続においてネットワーク形態、ネットワーク特性へ

の依存性が高いのがネットワークレイヤ及びＬＬＣサブレイヤである。

(4)　トランスポートプロトコルとしては、コネクション型ネットワークサービスの提供についてクラス０，

２を前提とし、コネクションレス型ネットワークサービスの提供についてクラス４を前提とする。
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７．コネクション型ネットワークサービスを提供するためのプロトコルプロファイル

本プロトコルプロファイル規定はＯＳＩ参照モデルに基づいたＬＡＮ上でのコネクション型ネットワー

クサービスを提供する為のネットワーク層以下のプロトコル及びサービスを規定している。

本プロトコルプロファイルは以下の規定より構成される。

・コネクション型ネットワークサービス （7.1 節）

・コネクション型ネットワークプロトコル （7.2 節）

・コネクション型論理リンク制御（ＬＬＣ）サービス （7.3 節）

・コネクション型論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル （7.4 節）

トランスポートレイヤ

トランスポート

プロトコル

クラス０、２

本プロトコルファイルが前提とする

トランスポートプロトコル

本プロトコルファイルの規定範囲

コネクション型ネットワークサービス

ネットワークレイヤ コネクション型ネットワークプロトコル

コネクション型論理リンク制御サービス

コネクション型論理リンク制御プロトコルデータリンクレイヤ

ＬＬＣ

データリンクレイヤ

ＭＡＣ

ＩＳＯのＬＡＮ標準

本プロトコルファイルが

適用されるＬＡＮ標準

物理レイヤ
ＣＳＭＡ／ＣＤ、トークンバス

トークンリング

スロテッドリング、ＦＤＤＩ

図７－１／ＪＳ－８８８０－ａ　コネクション型ネットワークサービスを提供する

ためのプロトコルプロファイルの規定範囲
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7.1　コネクション型ネットワークサービス

コネクション型ネットワークサービスのプリミティブの使用条件は、以下の通りとする。

表７－１／ＪＳ－８８８０－ａ　呼設定フェーズにおけるコネクション型

ネットワークサービスの使用条件

コネクション型ネットワーク

サービス

ＪＳ－８８８０－ａでの使用条件

プリミティブ

(1)　N-CONNECT 要求

(2)　N-CONNECT 指示

(3)　N-CONNECT 応答

(4)　N-CONNECT 確認

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

パラメータ

(1)　被呼アドレス

(2)　起呼アドレス

(3)　応答アドレス

(4)　受信確認セレクション

(5)　ＮＳ利用者データ

(6)　ＱＯＳパラメータセット

(7)　優先データパラメータ

セット

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｎ

（注）　Ｅ：使用する。

Ｎ：使用しない
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表７－２／ＪＳ－８８８０－ａ　呼解放フェーズにおけるコネクション型ネット

ワークサービスのプリミティブの使用条件

コネクション型ネットワーク

サービス

ＪＳ－８８８０－ａでの使用条件

プリミティブ

(1)　N-DISCONNECT 要求

(2)　N-DISCONNECT 指示

Ｅ

Ｅ

パラメータ

(1)　原因と理由

(2)　応答アドレス

(3)　ＮＳ利用者データ

Ｅ

Ｎ

Ｎ

（注） E：使用する。

N：使用しない。

表７－３／ＪＳ－８８８０－ａ　データ転送フェーズにおけるコネクション型ネット

ワークサービスのプリミティブの使用条件

コネクション型ネットワーク

サービス

ＪＳ－８８８０－ａでの使用条件

プリミティブ

(1)　N-DATA要求

(2)　N-DATA指示

(3)　N-DATA-ACKNOWLEDGE要求

(4)　N-DATA-ACKNOWLEDGE指示

Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｎ

パラメータ

(1)　ＮＳ利用者データ

(2)　確認要求

Ｅ

Ｅ

（注） Ｅ：使用する。

Ｎ：使用しない。
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表７－４／ＪＳ－８８８０－ａ　優先データ転送フェーズにおけるコネクション型

ネットワークサービスのプリミティブの使用条件

コネクション型ネットワーク

サービス

ＪＳ－８８８０－ａでの使用条件

プリミティブ

(1)　N-EXPEDITED-DATA要求

(2)　N-EXPEDITED-DATA指示

Ｎ

Ｎ

パラメータ

(1)　ＮＳ利用者データ Ｎ

（注）　Ｎ：使用しない。

表７－５／ＪＳ－８８８０－ａ　リセットフェーズにおけるコネクション型ネット

ワークサービスのプリミティブの使用条件

コネクション型ネットワーク

サービス

ＪＳ－８８８０－ａでの使用条件

プリミティブ

(1)　N-RESET要求

(2)　N-RESET指示

(3)　N-RESET応答

(4)　N-RESET確認

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

パラメータ

原因と理由 Ｅ

（注）　Ｅ：使用する。
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7.2　コネクション型ネットワークプロトコル

7.2.1　ＤＴＥ適合条件

ＬＡＮ上のＤＴＥが、満足すべき適合条件を、ＪＳ－８２０８で定められた仕様のうち、表７－６／Ｊ

Ｓ－８８８０－ａに示す。

表７－６／ＪＳ－８８８０－ａ　　ＤＴＥ適合条件

項№ 項　　　　目 規　　　　　　　定

１ 最大利用者データ

フィールド長

４０９６，２０４８，１０２４，５１２，２５６,

１２８オクテットからの任意選択

２ パケットモジュロ ８

３ 原因符号 受信は可能とする。

４ 診断符号 ＣＱ，ＣＩ，ＲＱ，ＲＩ，ＳＱ，ＳＩ

パケットには設定する。

５ ファシリティフィールド ファシリティ長フィールドは設定する。

６ リスタート手順 リンク設定又はリンク障害回復後は本手順を必ず起

動する。

7.2.2　論理チャネル識別子の使用条件

ａ．１２ビットのＬＣＩとし、論理チャネル割り当ては、相手ＤＴＥ単位毎に行なう。

その構成については事前合意とする。

ｂ．論理チャネルの種類としては、ＶＣを必須とする。

ＰＶＣのサポートはオプションとし、使用時はＤＴＥ毎に事前合意を行なうものとする。
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7.2.3　パケット種別使用条件

使用するパケット種別は、表５－１／ＪＳ－８２０８において使用条件「必須」のパケットを対象とし、

オプションのパケットは使用しない。

本プロトコルプロファイルで使用するパケット種別を表７－７／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

表７－７／ＪＳ－８８８０－ａ　使用するパケット種別一覧

ＤＴＥからＤＸＥ ＤＸＥからＤＴＥ
分　類

フルネーム 略称 意　味 フルネーム 略称 意　味

 Call Request CR 発呼要求  Incoming Call CN 着呼呼設定

パケット  Call Accepted CA 着呼受付  Call Connected CC 接続完了

 Clear Request CQ 復旧要求  Clear Indication CI 切断指示
呼解放

パケット
 Clear

 Confirmation

CF 切断確認  Clear

 Confirmation

CF 復旧確認

データ

パケット

 Data DT データ  Data DT データ

 Receive Ready RR 受信可  Receive

 Ready

RR 受信可

フロー制御

パケット  Receive Not

 Ready

RNR 受信不可  Receive Not

 Ready

RNR 受信不可

 Reset Request RQ リセット

要求

 Reset Indication RI リセット

指示リセット

パケット  Reset

 Confirmation

RF リセット

確認

 Reset

 Confirmation

RF リセット

確認

 Restart Request SQ リスター

卜要求

 Restart

 Indication

SI リスター

卜指示リスタート

パケット  Restart

 Confirmation

SF リスター

ト確認

 Restart

 Confirmation

SF リスター

ト確認
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7.2.4　パケットフォーマット使用条件

パケットフォーマットの使用条件は、下記とする。

ａ．ＣＲ，ＣＮ，ＣＡ，ＣＣパケット

－ＰＤＵ　…………………………　ＣＲ，ＣＮパケットについては

ＪＳ－８２０８図５－２／ＪＳ－８２０８

(a)，ＣＡ，ＣＣパケットについては

ＪＳ－８２０８図５－２／ＪＳ－８２０８

(b)と同じとする。

－ユーザファシリティについては下記を使用する。

・ファーストセレクト

・ファーストセレクトファシリティパラメータ

・パケット長ネゴシエーション

・被呼 DTE／起呼 DTE　パケット長

・ウィンドウサイズネゴシエーション

・被呼 DTE／起呼 DTE　ウィンドウサイズ

－DTE ファシリティについては下記を使用する。

・DTE ファシリティマーカー

・被呼アドレス拡張

・ファシリティパラメータ長

・被呼 NSAP アドレス長，アドレス

・起呼アドレス拡張

・ファシリティパラメータ長

・起呼 NSAP アドレス長、アドレス

ｂ．ＣＱ，ＣＩ，ＣＦパケット

ＪＳ－８２０８　図５－３／ＪＳ－８２０８の通りとする。

ｃ．ＤＴパケット

ＪＳ－８２０８　図５－４／ＪＳ－８２０８の通りとする。

ｄ．ＲＲ，ＲＮＲパケット

ＪＳ－８２０８　図５－７／ＪＳ－８２０８の通りとする。

ｅ．ＲＱ，ＲＩ，ＲＦパケット

ＪＳ－８２０８　図５－９／ＪＳ－８２０８の通りとする。

ｆ．ＳＱ，ＳＩ，ＳＦパケット

ＪＳ－８２０８　図５－１０／ＪＳ－８２０８の通りとする。
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7.2.5　オプショナルユーザファシリティ使用条件

ファシリティの使用条件を表７－８／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

表７－８／ＪＳ－８８８０－ａ　オプショナルユーザファシリティ使用条件

№ ファシリティ 使用条件（注） 備 考

１ オンラインファシリティ登録 Ｎ

２ 拡張パケットシーケンス番号付与 Ｎ

３ パケット再送 Ｎ

４ 単方向発論理チャネル Ｉ

５ 単方向着論理チャネル Ｉ

６ 非標準デフォルトパケット長 Ｅ

７ 非標準デフォルトウィンドウサイズ長 Ｅ

８ デフォルトスループットクラス割当 Ｉ

９ フロー制御パラメータネゴシエーション Ｅ

10 スループットクラスネゴシエーション Ｉ

11 ファーストセレクト Ｅ

（注）Ｅ：使用する。

Ｉ：使用時は、ユーザアプリケーション毎に事前合意が必要。

Ｎ：使用しない。

7.2.6　オプショナルＤＴＥファシリティ使用条件

ファシリティの使用条件を表７－９／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

表７－９／ＪＳ－８８８０－ａ　オプショナルＤＴＥファシリティ使用条件

№ ファシリティ 使用条件（注） 備  考

１ 起呼アドレス拡張 Ｅ

２ 被呼アドレス拡張 Ｅ

３ 最小スループットクラスネゴシエーション Ｎ

４ 優先データネゴシエーション Ｎ

（注）Ｅ：使用する。但し、アドレス形式についてはＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２

ネットワークレイヤアドレッシングを参照。

Ｎ：使用しない。
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7.2.7　システムパラメータ使用条件

システムパラメータの使用条件とパラメータ値を表７－１０／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

表７－１０／ＪＳ－８８８０－ａ　システムパラメータ使用条件

名　称 項　　　目 使用条件（注 1）
標　　　　準

パラメータ値
備　考

Ｔ２０ リスタート要求応答待ち Ｅ ３０秒

Ｔ２１ 発呼要求応答待ち Ｅ ３０秒

Ｔ２２ リセット要求応答待ち Ｅ ３０秒

Ｔ２３ 復旧要求応答待ち Ｅ ３０秒

Ｔ２４ ウィンドウ通知 Ⅰ ３０秒

Ｔ２５ ウィンドウ回転待 Ⅰ ３０秒

10～180 秒を

可変範囲と

する

Ｔ２６ 割込応答待 Ｎ Ｎ／Ａ

Ｔ２７ リジェクト応答待 Ｎ Ｎ／Ａ

タ

イ

マ

Ｔ２８ 登録要求応答待 Ｎ Ｎ／Ａ

Ｒ２０ リスタート要求 Ｅ １回

Ｒ２２ リセット要求 Ｅ １回

Ｒ２３ 復旧要求 Ｅ １回

Ｒ２５ データ Ｎ Ｎ／Ａ

Ｒ２７ リジェクト Ｎ Ｎ／Ａ

再

送

カ

ウ

ン

タ Ｒ２８ 登録要求 Ｎ Ｎ／Ａ

ＰＬ 最大ユーザデータ

フィールド長

Ｅ （右記　可変範

囲のいずれか）

128,256,512

1024,2048,

4096 のオク

テ ッ ト を

可変範囲

ＷＳ ウィンドウサイズ Ｅ ７ ２ ～ ７ を

可変範囲

フ

ロ

｜

制

御

ＳＣ スループットクラス Ｎ Ｎ／Ａ

（注）Ｅ：使用する。

Ｉ：使用時は、DTE 毎に事前合意が必要。

Ｎ：使用しない。

Ｎ／Ａ：該当しない。
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7.2.8　データ転送手順使用条件

ａ．D ビット…使用しない。常に‘０’に設定する。

ｂ．Q ビット…使用しない。常に‘０’に設定する。

データ転送手順で相手側が Q ビットを使用時、受信側では何もせず無視する。

ｃ．M ビット…通常は‘０’に設定するが、オプションとして使っても良い。

但し、Ｍを‘１’とする場合は、下記の通りである。

－カテゴリーＡに限定する。

－データフィールドはフルデータである。

7.2.9　動作の開始

ａ．ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では、コネクション設定時に、リスタート手順を使用し、いずれか一方が利用

者モード、他方が網モードとなる。

ｂ．リスタート手順での詳細は下記とする。

－リンク設定後リスタート手順を起動。

－ＤＴＥは受信した「リスタート指示」パケットに示される原因符号が「ＤＴＥ起動」でない時、「リ

スタート確認」を応答し、「利用者モード」にとどまる。

－ＤＴＥは受信した「リスタート指示」パケットに示させる原因符号が「ＤＴＥ起動」である時、「リ

スタート確認」を応答し、「網モード」となる。

－ＤＴＥが「リスタート要求」を送信し、「リスタート確認」を受信したならば、「利用者モード」

にとどまる。

－ＤＴＥが「リスタート要求」を送信し、リスタート原因符号が「ＤＴＥ起動」の「リスタート指示」

を受信した場合、ランダムなタイミングの後に「リスタート要求」を再送する。

ランダムなタイミング値は、ＤＴＥ毎に事前合意を行なうものとする。

ｃ．リスタート手順により下記も定まる事とする。

「利用者モード」端末…・論理チャネル選択は最大値の番号から選択する。

・発、着呼衝突時は、着呼パケットを廃棄し接続確認待ちに入る。

「網モード」端末　　…・論理チャネル選択は最小値の番号から選択する。

・発、着呼衝突時は、発呼要求を拒否し、着呼受付を応答する。
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7.3　コネクション型論理リンク制御（ＬＬＣ）サービス

コネクション型ＬＬＣのサービスのプリミティブおよびパラメータの使用条件は以下の通りとする。

表７－１１／ＪＳ－８８８０－ａ　コネクション型ＬＬＣのサービス

プリミティブ パラメータ使用条件

使　用

条　件

発信元

ｱﾄﾞﾚｽ

あて先

ｱﾄﾞﾚｽ

優先度 データ 理　由 量

DL－CONNECT 要求

DL－CONNECT 指示

DL－CONNECT 応答

DL－CONNECT 確認

DL－DATA 要求

DL－DATA 指示

DL－DISCONNECT 要求

DL－DISCONNECT 指示

DL－RESET 要求

DL－RESET 指示

DL－RESET 応答

DL－RESET 確認

DL－CONNECTION－

FLOWCONTROL 要求

DL－CONNECTION－

FLOWCONTROL 指示

E

E

E

E

E

E

E

E

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

E

E

E

E

E

E

E

E

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

E

E

E

E

E

E

E

E

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

N

N

N

N

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

E

E

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

Ⅰ

N／A

Ⅰ

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

N／A

Ⅰ

Ⅰ

発信元アドレス、あて先アドレス：ＭＡＣアドレスおよびＤＳＡＰ／ＳＳＡＰを間接的に示す識別子（Ｉ

Ｄ）を含んでいればインプリメントの方法は問わない。

理　由 ：ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ／ＲＥＳＥＴの理由。

（相手エンティティの要求、ＬＬＣでのエラー等）

量 ：通過を許容するデータ量。

（注） Ｅ：使用する。 Ｎ：使用しない。 Ｎ／Ａ：該当しない。

Ｉ：使用時はＬＡＮステーション内での事前合意が必要。
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7.4　コネクション型論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル

7.4.1　ＬＬＣのタイプ

ＪＳ－８２０８　ＤＴＥ／ＤＴＥ環境におけるコネクション型ネットワークプロトコルが要求している

ように、リンクレイヤでのビットエラー率、順序誤り率およびパケット損失／重複率を最小に保つため、

リンクレイヤでデータ転送のために使用するＬＬＣはタイプ２（コネクション型）とする。

ＬＬＣ手順としてタイプ２（コネクション型）を規定する。

本項で適用されるＬＬＣコマンドとレスポンス。

コマンド レスポンス

Ｉ　形式

Ｉ Ｉ

Ｓ　形式

ＲＲ ＲＲ

ＲＮＲ ＲＮＲ

ＲＥＪ ＲＥＪ

Ｕ　形式

ＤＩＳＣ ＵＡ

ＳＡＢＭＥ ＤＭ

ＦＲＭＲ

7.4.2　ＭＡＣアドレスとパケットレベルエンティティとの関係

各ＬＡＮステーションのパケットレベルエンティティは、相手ＬＡＮステーションのパケットレベルエ

ンティティとの間でＪＳ－８２０８のコネクション型ネットワークプロトコルに基づき、利用者モードま

たは網モードで動作する。あるパケットレベルエンティティがどのＤＴＥ／ＤＴＥインタフエースに関連

しているかは、自ＬＡＮステーションおよび相手ＬＡＮステーションのＭＡＣアドレス対およびＬＬＣの

ＳＡＰ対により識別される。
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Ⅹ．25 PL ｴﾝﾃｨﾃｨ 同左 Ⅹ．25 PL ｴﾝﾃｨﾃｨ Ⅹ．25 PL ｴﾝﾃｨﾃｨ

ＬＬＣ ＬＬＣ ＬＬＣ

ＭＡＣ ｱﾄﾞﾚｽ X ＭＡＣ ｱﾄﾞﾚｽ Y ＭＡＣ ｱﾄﾞﾚｽ Z

物理ﾚｲﾔ 物理ﾚｲﾔ 物理ﾚｲﾔ

図７－２／ＪＳ－８８８０－ａ　ＭＡＣアドレスとパケットレベルエンティティとの関係

7.4.3　ＬＬＣの管理

リンクを確立するには、7．2(9)項　動作の開始　に従う。

7.4.4　ＬＬＣのコマンド／レスポンス

7.4.4.1　Ｉ形式のコマンドとレスポンス

ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭ビット

↓

1 2--------8 9 10--------16 コマンド／レスポンス

0 Ｎ（Ｓ） Ｐ／Ｆ Ｎ（Ｒ） Ｉコマンド／レスポンス

(1)　情報（Ｉ）コマンド／レスポンス

本コマンド／レスポンスは、データリンクを通して順序番号付の情報フィールドを含むＰＤＵを転送

するために使用される。

7.4.4.2　Ｓ形式のコマンドとレスポンス

ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭ビット

↓

１２３４５６７８ ９ 10--------16 コマンド／レスポンス

１０００００００ Ｐ／Ｆ Ｎ（Ｒ） ＲＲコマンド／レスポンス

１００１００００ Ｐ／Ｆ Ｎ（Ｒ） ＲＥＪコマンド／レスポンス

１０１０００００ Ｐ／Ｆ Ｎ（Ｒ） ＲＮＲコマンド／レスポンス
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(1)　ＲＲコマンド

ＲＲコマンド／レスポンスは、ＬＬＣがⅠコマンド／レスポンスを受信可能な状態にあることを示す

ために使用される。

(2)　ＲＥＪコマンド

ＲＥＪコマンド／レスポンスは、ＬＬＣがⅠコマンド／レスポンスの再送を要求するために使用され

る。

(3)　ＲＮＲコマンド

ＲＮＲコマンド／レスポンスは、ＬＬＣがⅠコマンド／レスポンスを受信可能な状態にないことを示

すために使用される。

7.4.4.3　Ｕ形式のコマンドとレスポンス（タイプ２）

ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭ビット

↓

１２３４５６７８ コマンド／レスポンス

１１１１Ｐ１１０ ＳＡＢＭＥコマンド

１１００Ｐ０１０ ＤＩＳＣコマンド

１１００Ｆ１１０ ＵＡレスポンス

１１１１Ｆ０００ ＤＭレスポンス

１１１０Ｆ００１ ＦＲＭＲレスポンス

(1)　ＳＡＢＭＥコマンド

ＳＡＢＭＥコマンドは、宛先ＬＬＣと非同期平衡モードでリンク接続を確立するために使用される。

(2)　ＤＩＳＣコマンド

ＤＩＳＣコマンドは、ＳＡＢＭＥコマンドにより確立された非同期平衡モードのリンクを切断するた

めに使用される。

(3)　ＵＡレスポンス

ＵＡレスポンスは、ＳＡＢＭＥおよびＤＩＳＣコマンドの受信および肯定応答として使用される。

(4)　ＤＭレスポンス

ＤＭレスポンスは、ＬＬＣがデータリンクから論理的に切断されており非同期切断
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モードにあることを示すために使用される。

(5)　ＦＲＭＲレスポンス

ＦＲＭＲレスポンスは、非同期平衡モードにあるＬＬＣが相手ＬＬＣから再送により回復不能なＰＤ

Ｕを受信した時にこれを報告するために使用される。

7.4.5　システムパラメータ

表７－１２／ＪＳ－８８８０－ａ　システムパラメータ

タイマのデフォルト値

アクノレッジメントタイマ

Ｐビットタイマ

リジェクトタイマ

ビジーステートタイマ

１秒

１秒

１秒

３秒

最大再送回数（Ｎ２） ７回

Ｉ　ＰＤＵ最大オクテット値（Ｎ１） 表７－６／ＪＳ－８８８０－ａに示すユー

ザデータ長（４０９６）にＬＬＣヘッダお

よびパケットレベルヘッダ長を加えたオク

テット長以下。

ネットワーク内に含まれるＭＡＣの種類に

よりＬＡＮアドミニストレーションにより

決定される。

Ｉ　ＰＤＵの最大未確認数（ｋ） ７以下とする。

この値は、ＬＡＮアドミニストレーション

またはＩＳＯ　８８０２－２に規定される

方法により変更できる。

ＰＤＵ最小オクテット値 Ｕ フォーマット　３

Ｉ／Ｓ フォーマット　４
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８．コネクションレス型ネットワークサービスを提供するためのプロトコルプロファイル

本プロトコルプロファイル規定はＯＳＩ参照モデルに基づいたＬＡＮ上でのコネクションレス型ネット

ワークサービスを提供するためのネットワークレイヤ以下のプロトコル及びサービスを規定している。

本プロトコルプロファイルは以下の規定により構成される。

・コネクションレス型ネットワークサービス （8.1 節）

・コネクションレス型ネットワークプロトコル （8.2 節）

・ルーティング情報交換プロトコル （8.3 節）

・コネクションレス型論理リンク制御（ＬＬＣ）サービス （8.4 節）

・コネクションレス型論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル （8.5 節）

物理レイヤ

図８－１／ＪＳ－８８８０－ａ　コネクションレス型ネットワークサービスを提供

するためのプロトコルプロファイルの規定範囲

トランスポート

プロトコルクラス４

本プロトコルプロファイルが前提と

するトランスポートプロトコル
トランスポートレイヤ

ネットワークレイヤ

本プロトコルファイルの規定範囲

コネクションレス型ネットワークサービス

コネクションレス型ネットワークプロトコル

ルーティング情報交換プロトコル

コネクションレス型論理リンク制御プロトコル

コネクションレス型論理リンク制御サービス

データリンクレイヤ

ＬＬＣ

データリンクレイヤ

ＭＡＣ

本プロトコルファイルが適用されるＬＡＮ標準

ＩＳＯのＬＡＮ標準

ＣＳＭＡ／ＣＤ　トークンバス　トークンリング

スロッテドリング　ＦＤＤＩ
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エンドシステム（ＥＳ）または中間システム（ＩＳ）におけるＮＰＤＵの処理動作は以下のようになる。

ＥＳまたはＩＳが受信したＮＰＤＵは、ネットワークプロトコル識別子及びタイプフィールドの値から

ＩＳＯ　８４７３ＣＬＮＰのＰＤＵ（ＤＴ　ＰＤＵまたはＥＲ　ＰＤＵ）、またはＩＳＯ　９５４２ルー

ティング情報交換プロトコルのＰＤＵ（ＥＳＨ　ＰＤＵ、ＩＳＨ　ＰＤＵまたはＲＤ　ＰＤＵ）のいずれ

かに識別され、処理される。

ＩＳにおけるＮＰＤＵの処理動作の概要を図８－２／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

図８－２／ＪＳ－８８８０－ａ　中間システム（ＩＳ）のＮＰＤＵ処理動作（JIS SO17）

（サブネットワークｉからサブネットワークｊへの中継）

ＤＴまたはＥＲ　ＰＤＵの処理を行うコネクションレス型ネットワークプロトコルの規定を 8.2 節に、Ｅ

ＳＨ，ＩＳＨまたはＲＤ　ＰＤＵの処理を行うルーティング情報交換プロトコルの規定を 8.3 節に記述する。

上位レイヤ

ISO 8473 プロトコルマシン

ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ情報ﾍﾞｰｽ(RIB)

ISO 9542 プロトコルマシン

DT/
ER

(注１)  (注２)

RD ISH ESH RD ISH

サブネットワークｉ サブネットワークｊ

(注１)：廃棄する

(注２)：廃棄するか処理する

かは規定しない。
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8.1　コネクションレス型ネットワークサービス

(1)　コネクションレス型ネットワークサービスプリミティブの定義

サービスプリミティブ及びパラメータを表８－１／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

ネットワークサービス利用者データはオクテット数で０からローカルで定義された上限の整数まで設

定できる。この制限値は６４５１２オクテットを越えてはならない。

表８－１／ＪＳ－８８８０－ａ　プリミティブ及びパラメータ

パラメータ N－UNITDATA 要求 N－UNITDATA 指示

発信元アドレス Ｅ（注１） Ｅ（＝）

あて先アドレス Ｅ Ｅ（＝）（注１）

サービス品質 Ｅ（注２） Ｅ（＝）（注２）

ＮＳ利用者データ Ｅ Ｅ（＝）

Ｅ：使用する。

（＝）はＮ－ＵＮＩＴＤＡＴＡ要求プリミティブのパラメータと同一の値であることを意味する。

（注１）このパラメータはプリミティブを発行するネットワークサービスアクセス点と対応関係があ

る。

（注２）ふくそう通知を行なう場合に限り、サービス品質パラメータを使用する。

(2)　プリミティブのシーケンス

シーケンスを図８－３／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

＜Ｎ＞サービス利用者

N－UNITDATA 要求

  
N－UNITDATA 指示

図８－３／ＪＳ－８８８０－ａ　N－UNITDATA プリミティブ

のタイムシーケンス

＜Ｎ＞サービス提供者 ＜Ｎ＞サービス提供者
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8.2　コネクションレス型ネットワークプロトコル

本節では、ＤＴまたはＥＲ　ＰＤＵの処理を行うコネクションレス型ネットワークプロトコル（ＣＬＮ

Ｐ）のプロトコルを規定する。これはコネクションレス型ネットワークサービスを提供するために適用さ

れる。

8.2.1　プロトコルサブセット

ＩＳＯ　８４７３　ＣＬＮＰには表８－２／ＪＳ－８８８０－ａに示す３つの機能範囲（サブセット）

が規定されている。本規定ではフルセットを適用することとし、非セグメントサブセット、ネットワーク

インアクティブプロトコルは使用しない。

表８－２／ＪＳ－８８８０－ａ　コネクションレス型ネットワークプロトコルの機能範囲

ＴＴＣ規定 参考（ＩＳＯ　８４７３の規定）
機　　　能

使用条件 ﾌﾙｾｯﾄ 非ｾｸﾞﾒﾝﾄｻﾌﾞｾｯﾄ ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞｻﾌﾞｾｯﾄ

ＰＤＵ作成

ＰＤＵ分解

ヘッダフォーマット解析

ＰＤＵライフタイム制御

ＰＤＵルーティング

ＰＤＵ転送

ＰＤＵセグメント化

ＰＤＵ再組立

ＰＤＵ廃棄

エラー報告

ＰＤＵヘッダエラー検出

セキュリティ

完全発信元ルーティング

完全ルート記録

部分発信元ルーティング

部分ルート記録

優先度

サービス品質メンテナンス

ふくそう通知

パディング

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ（注１）

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｅ（注２）

Ｅ（注２）

Ｅ

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

必須機能

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

必須機能

必須機能

必須機能

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

必須機能

必須機能

必須機能

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｎ／Ａ

Ｅ：使用する。 Ｎ：使用しない。

Ｎ／Ａ：適用不可（サブセットとしてこの機能は適用できないことを示す）。



- 27 - ＪＳ－８８８０－ａ

（注１）ＥＳでは使用するが、ＩＳでは使用してもしなくてもよい。

（注２）ふくそう通知機能を使用する場合、サービス品質メンテナンスパラメータのうち、「ふくそう通

知フラグ」を使用する。

ＩＳではふくそう通知機能を使用するが、ＥＳでは使用してもしなくてもよい。

オプション１：サポートされてもされなくてもよい機能。システムがあるオプション１の機能をサポート

していない場合で、これを選択したＰＤＵを受信した場合には、当該ＰＤＵを廃棄し、エラー

報告指示がある場合にはエラー報告ＰＤＵを生成して発信元ネットワークエンティティに転

送しなければならない。ただしセキュリティ、完全発信元ルーティングの機能をサポートし

ていないシステムはエラー報告ＰＤＵを送信してはならない。

オプション２：サポートされてもされなくてもよい機能。システムがあるオプション２の機能をサポート

していない場合で、これを選択したＰＤＵを受信した場合には、当該機能は実行されず、そ

のＰＤＵは当該機能があたかも選択されなかったかのように処理される。その時そのＰＤＵ

を廃棄してはならない。
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8.2.2　オプション機能

パディング機能、サービス品質メンテナンス機能及びふくそう通知機能を使用し、その

他のオプション機能は使用しない（表８－３／ＪＳ－８８８０－ａ参照）。

表８－３／ＪＳ－８８８０－ａ　オプション機能に関する規定

TTCの規定内容
オ　プ　シ　ョ　ン　機　能

使用条件 受信時の規定

セキュリティ

完全発信元ルーティング

完全ルート記録

部分発信元ルーティング

部分ルート記録

優先度

サービス品質メンテナンス

ふくそう通知

パディング

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 1

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

ｵﾌﾟｼｮﾝ 2

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｅ（注１）

Ｅ（注１）

Ｅ

ＰＤＵを廃棄する

ＰＤＵを廃棄する

ＰＤＵを廃棄する

そのパラメータのみ無視

そのパラメータのみ無視

そのパラメータのみ無視

正しく処理する（注２）

正しく処理する（注２）

正しく処理する

Ｅ：使用する。 Ｎ：使用しない。

（注１）ＩＳでは使用するが、ＥＳでは使用してもしなくてもよい。

（注２）本オプションを使用しない場合、そのパラメータのみ無視する。

(1)　パディング機能

パディング機能はＰＤＵを適当な長さにするために使用し、図８－４／ＪＳ－８８８０－ａの形式で

ある。

ｍｓｂ ｌｓｂ

パラメータコード １１００１１００ １オクテット

パラメータ長 可変（ｍ） １オクテット

パラメータ値 任意 ｍオクテット

図８－４／ＪＳ－８８８０－ａ　パディング機能の形式
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(2)　サービス品質メンテナンス機能及びふくそう通知機能

サービス品質メンテナンスパラメータは、図８－５／ＪＳ－８８８０－ａの形式である。このパラメー

タのパラメータ値のうち、ふくそう通知フラグを使用し、その他のフラグは使用しない。

ｍｓｂ ｌｓｂ

パラメータコード １１００００１１ １オクテット

パラメータ長 １ １オクテット

パラメータ値 １１ｘｘｙｘｘｘ １オクテット

ｘ：０または１

ｙ：ふくそう通知フラグ　ふくそう未発生（０）

ふくそう発生　（１）

図８－５／ＪＳ－８８８０－ａ　サービス品質メンテナンス機能の形式

ふくそう通知機能は、サービス品質メンテナンスパラメータのパラメータ値のうち、ふくそう通知フラ

グを使用して実施される。

8.2.3　詳細パラメータ規定事項

本節では、コネクションレス型ネットワークプロトコルを用いて処理されるＤＴまたはＥＲ　ＰＤＵに

関するパラメータの詳細を規定する。

(1) 　ネットワークプロトコル識別子

２進の‘１００００００１’（注１）を設定する（ＩＳＯ　８４７３；コネクションレス型ネット

ワークプロトコルを識別）。

（注１）ＣＬＮＰの記述では‘abc･･･’は abc･･･が２進値であり、かつａがｍｓｂ側であることを

示す。

(2) 　プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）ヘッダ長

ＰＤＵヘッダの長さ（オクテット数）を２進数で示す。最大長は１０進数で２５４以下でなければ

ならない。

(3) 　バージョン／拡張プロトコル識別子

本フィールドに２進の‘０００００００１’を設定する。ＩＳＯのコネクションレス型ネットワー

クプロトコルの標準版であることを示す。
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(4) 　ライフタイム値

0.5 秒単位に２進数で表現したライフタイム値を設定し、受信ノード（あて先、及び中継）での処理

遅延が０．５秒単位に１ずつライフタイム値から減算する。ライフタイム値が０になったＰＤＵは廃棄

される。

ライフタイムの値は本標準では規定しない。

(5) 　セグメント許可フラグ

全てのデータプロトコルデータユニット（ＤＴ　ＰＤＵ）に対してセグメンティングを許可する。Ｄ

Ｔ　ＰＤＵの発信元は本フラグを常に‘１’に設定しなければならない。

(6) 　モアセグメントフラグ

本フラグで発信元でのＮＳＤＵの最終セグメントを含むかいなかを識別する。セグメンティングされ

たいくつかのＰＤＵのなかで途中のセグメントは本フラグを２進の‘１’に設定し、最終セグメントで

は本フラグを‘０’に設定する。

(7) 　エラー報告フラグ

ＤＴ　ＰＤＵに対してエラー報告を指定する。このためＤＴ　ＰＤＵの発信元はエラー報告フラグは

常に‘１’に設定しなければならない。ただし、ルーティング情報交換プロトコルのキューリーコンフィ

ギュレーション機能を実行する場合、エラー報告フラグを‘０’に設定してＤＴ　ＰＤＵを送信する。

（注）エラー報告プロトコルデータユニット（ＥＲ　ＰＤＵ）に対するエラー報告はされない。従って

ＥＲ　ＰＤＵのエラー報告フラグは常に‘０’である。

(8) 　タイプコード

ＤＴ　ＰＤＵ；２進の‘１１１００’を設定する。

ＥＲ　ＰＤＵ；２進の‘００００１’を設定する。

(9) 　ＮＰＤＵセグメント長

セグメンティングされたネットワークプロトコルデータユニット（ＮＰＤＵ）の長さのオクテット数

を２進数で示す。

(10)　チェックサム

本フィールドでＰＤＵのヘッダ部に誤りが発生したか否かを検査判定する。

発信元のＥＳはプロトコルデータユニットを送出時、チェックサム機能を使用しない。従ってプロト

コルデータユニット送出時全てのチェックサムフィールドの値に２



- 31 - ＪＳ－８８８０－ａ

進の‘００００００００００００００００’を設定する。

但しチェックサム機能を使用した他のＥＳとの相互通信を実現するために、本機能を使用したプロト

コルデータユニットを受信した場合正しく処理できなければならない。

(11)　発信元アドレス長／あて先アドレス長

発信元／あて先のＮＳＡＰアドレスの各々の長さ（オクテット数）を２進数で示す。

(12)　発信元アドレス／あて先アドレス

発信元／あて先のＮＳＡＰアドレスを２進数符号で示す。

(13)　データユニット識別子

同一ネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）に属するセグメンティングされたＰＤＵを識

別する。同一ＮＳＤＵに属するＰＤＵは同一の値をもつ。本値はモジュロ６５５３６で連続して割り付

けられる。

(14)　セグメントオフセット

そのＰＤＵが格納しているセグメンティングされた利用者データ部の先頭オクテットが発信元におけ

るＮＳＤＵの先頭から何番目のオクテットに位置していたのかを２進数で示す。

(15)　ＰＤＵ全長

発信元におけるＮＳＤＵとＰＤＵヘッダ部の長さを加えた長さ（オクテット数）を２進数で示す。本

フィールドのすべてのビットが‘１’の場合ＰＤＵ全長を示さない。

(16)　ネットワークサービスデータユニット（ＮＳＤＵ）最大長

許容されるＮＳＤＵの最大長は６４５１２オクテットである。

(17)　下位レイヤに期待する利用者サービスデータユニット長

データリンクレイヤに期待する利用者サービスデータユニットは５１２オクテット以上である。

(18)　組立タイマ

あて先のＥＳでセグメンティングされたＰＤＵを受信しＮＳＤＵを組み立てる迄のセグメントを保持

するための最大待時間を示す。その値は本標準では規定しない。
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8.2.4　ＰＤＵ受信時の処理詳細規定

(1) 　ネットワークプロトコル識別子に関する処理

ネットワークプロトコル識別子が‘１００００００１’、‘００００００００’以外のＰＤＵを受信

したシステムはそのＰＤＵを廃棄する。

プロトコル識別子が２進の‘００００００００’（ネットワークインアクティブプロトコルを識別）

のＰＤＵを受信したＥＳは、そのＰＤＵを廃棄してもよいし、正しく処理してもよい。但しＩＳでネッ

トワークインアクティブプロトコルのＰＤＵを受信した場合このＰＤＵを廃棄しなければならない。

(2) 　バージョン／拡張プロトコル識別子に関する処理

バージョン／拡張プロトコル識別子が‘０００００００１’以外のＰＤＵを受信したシステムはその

ＰＤＵを廃棄すると共にエラー報告フラグが‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃

棄理由はプロトコルバージョン未サポート（‘１０１１０００１’）である。

(3) 　ライフタイムに関する処理

ライフタイムフィールドの値が‘００００００００’のＰＤＵを受信したシステムはそのＰＤＵを廃

棄すると共にエラー報告フラグが‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由は転

送中ライフタイム有効期間切れ（‘１０１０００００’）である。

ＩＳにおいてライフタイムフィールドの値が‘００００００００’ではないが処理途中で‘００００

００００’となったＰＤＵを受信した場合そのＰＤＵを廃棄すると共にエラー報告フラグが‘１’なら

ばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由は転送中ライフタイム有効期間切れ（‘１０１０

００００’）、または再組立中ライフタイム有効期間切れ（‘１０１００００１’）である。

(4) 　セグメント許可フラグに関する処理

セグメント許可フラグが‘０’のＰＤＵを受信したあて先のＥＳはこのＰＤＵを正しく処理する。

セグメント許可フラグが‘０’のＰＤＵを受信したＩＳはこのＰＤＵを正しく転送するためにセグメ

ントする必要がない時これを正しく処理する。セグメントしなければならない場合、このＰＤＵを廃棄

しエラー報告フラグが‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由はセグメンテー

ションが必要だが未許可（‘０
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００００１０１’）である。

(5) 　モアセグメントフラグに関する処理

セグメント許可フラグが‘１’の時、本フラグの値は意味を持ち、‘０’または、‘１’の値をとる。

セグメント許可フラグが‘０’で、モアセグメントフラグが‘１’のＰＤＵを受信するとこのＰＤＵ

を廃棄しエラー報告フラグが‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由はプロト

コル手順エラー（‘０００００００１’）である。

(6) 　エラー報告フラグに関する処理

エラー報告フラグが‘１’のＤＴ　ＰＤＵ、またはエラー報告フラグ‘０’のＥＲ　ＰＤＵは正常で

あり、これを受信したシステムは正しく処理する。

エラー報告フラグが‘０’のＤＴ　ＰＤＵを受信したシステムはこれを正しく処理する。

エラー報告フラグが‘１’のＥＲ　ＰＤＵを受信したシステムはこのフラグの値を無視し、ＥＲ　Ｐ

ＤＵを正しく処理する。次に中継する場合でもこの値を変更してはならない。

(7) 　チェックサムに関する処理

チェックサムの値が０以外のＰＤＵを受信したシステムはチェックサムを計算しなければならない。

このときチェックサムエラーを検出した場合、そのＰＤＵを廃棄しエラー報告フラグが‘１’ならばエ

ラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由はチェックサムエラー（‘００００００１０’）であ

る。

チェックサムの値が０のＰＤＵを受信したシステムはチェックサムの計算を実行しない。

(8)　アドレス部に関する処理

中継時送出ルート使用不能、または接続不許可の相手より、または相手へのＰＤＵを受信した場合、

そのＰＤＵを廃棄し、エラー報告ＰＤＵを送出する。その際の廃棄理由はあて先アドレス到達不能（‘１

０００００００’）である。

中継時送出ルート無し、またはあて先アドレスフィールドの値が誤っている場合、そのＰＤＵを廃棄

し、エラー報告ＰＤＵを送出する。その際の廃棄理由はあて先アドレス不明（‘１００００００１’）

である。
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(9) 　セグメンテーション部に関する処理

セグメンテーション部に誤りがある場合そのＰＤＵを廃棄し、エラー報告フラグが‘１’ならばエラー

報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由は再組立（リアセンブリ）エラー（‘１１００００００’）

である。

(10)　オプション部に関する処理

オプションが二重に指定されているＰＤＵを受信したシステムはそのＰＤＵを廃棄しエラー報告フラ

グが‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由はオプションの二重指定（‘００

０００１１１’）である。

セキュリティ、完全発信元ルーティング、完全ルー卜記録が指定されたＰＤＵを受信したシステムは

そのＰＤＵを廃棄する。セキュリティ、完全発信元ルーティングが指定されたＰＤＵを廃棄する場合、

エラー報告ＰＤＵを送信しない。

ふくそう通知機能を使用するＥＳが、サービス品質メンテナンスパラメータのふくそう通知フラグが

‘１’のＰＤＵを受信した場合、ふくそうが発生していることをトランスポートレイヤに通知すること

を推奨する。

ＩＳがふくそう状態を検出したがＰＤＵの中継が可能な場合、サービス品質パラメータのふくそう通

知フラグを‘１’として中継を行う。

ＩＳがふくそう状態を検出しＰＤＵの中継が可能でない場合、そのＰＤＵを廃棄しエラー報告フラグ

が‘１’ならばエラー報告ＰＤＵを送信する。このときの廃棄理由はふくそうによるＮＰＤＵ廃棄（‘０

０００００１１’）である。

その他のオプションが指定されたＰＤＵを受信したシステムはそのオプションパラメータのみを無視

し（あたかも選択されなかったように）、そのＰＤＵを正しく処理する。
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ﾋﾞｯﾄ ８(msb)７　６　５　４　３　２　１(lsb)

ｵｸﾃｯﾄ
1 ネットワークプロトコル識別子

2 ＰＤＵヘッダ長

3 バージョン／拡張プロトコル識別子

4 ライフタイム

5 SP MS E/R タイプコード

6－7 NPDU セグメント長（NPDU 長）

8－9 チェックサム

10 あて先アドレス長

11

m－1

あて先アドレス

m 発信元アドレス長

m＋1

n－1

発信元アドレス

データユニット識別子

セグメントオフセット

PDU 全長

n

n＋1

n＋2

n＋3

n＋4

n＋5

n＋6

p

オプション

p＋1

z

利用者データ

固定部

ＰＤＵ

ヘッダ

アドレス部

セグメンテー

ション部

オプション

部

利用者データ部

SP：セグメント許可フラグ、MS：モアセグメントフラグ、E/R：エラー報告フラグ

図８－６／ＪＳ－８８８０－ａ　ＤＴ　ＰＤＵの構成
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8.3　ルーティング情報交換プロトコル

本節ではＥＳＨ　ＰＤＵ，ＩＳＨ　ＰＤＵ及びＲＤ　ＰＤＵの処理を行うルーティング情報交換プロト

コル（ＥＳ－ＩＳプロトコル）を規定する。

本規定のプロトコルは、ＥＳとＩＳの間でルーティング情報を動的に交換し、また中継時ＩＳがルーティ

ングに必要な情報を維持更新するためにコネクションレス型ネットワークプロトコルと共に使用する。

ＩＳＯ　８４７３　ＣＬＮＰに従ったＥＳまたはＩＳはＩＳＯ　９５４２に従いルーティングに必要な

情報を記録したＲＩＢ（Routing Information Base）の維持更新を行う。

8.3.1　プロトコルサブセット

ＩＳＯ　９５４２　ＥＳ－ＩＳプロトコルでは、ＥＳに対し最小ＥＳインプリメンテーション、ＣＩ及

びＲＩを機能範囲（サブセット）として規定し、ＩＳに対してＣＩ及びＲＩを機能範囲（サブセット）と

して規定している。

ＣＩ（Configuration Information）は、ＥＳがＩＳの存在と到達可能性を知ることを可能とし、またＩＳが

ＥＳの存在と到達可能性を知ることを可能とするものである。

ＲＩ（Redirect Information）は、ＩＳがＥＳに対してある特定のあて先へＮＰＤＵを転送するときに使用

するためのよりよいパスを知らせることを可能にするものである。

本規定ではＥＳ及びＩＳに対し、ＣＩ，ＲＩ両方の機能範囲（サブセット）を適用することとする。表

８－４／ＪＳ－８８８０－ａに本規定におけるプロトコル機能の使用条件を示す。
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表８－４／ＪＳ－８８８０－ａ　ＥＳ－ＩＳプロトコル機能

TTCの規定 ISO　9542
プロトコル機能

ES IS ES IS

ﾌﾟﾛﾄｺﾙｴﾗｰ処理 E E 必須機能 必須機能

PDU ﾍｯﾀﾞﾁｪｯｸｻﾑ確認 E E 必須機能 必須機能

PDU ﾍｯﾀﾞﾁｪｯｸｻﾑ生成 N N ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ

ﾚﾎﾟｰﾄｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ E E 必須機能 必須機能

ﾚｺｰﾄﾞｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ E E 必須機能 必須機能

ﾌﾗｯｼｭｵｰﾙﾄﾞｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ E E 必須機能 必須機能

ｷｭｰﾘｰｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ E N／A 必須機能 N／A

ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝﾚｽﾎﾟﾝｽ E N／A 必須機能 N／A

ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝ通知 E E ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ

ﾘｸｴｽﾄﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ N／A E N／A 必須機能

ﾚｺｰﾄﾞﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ E N／A 必須機能 N／A

ﾘﾌﾚｯｼｭﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ E N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ N／A

ﾌﾗｯｼｭｵｰﾙﾄﾞﾘﾀﾞｲﾚｸﾄ E N／A 必須機能 N／A

ESCT 処理 I N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ N／A

ESCT 生成 N／A I N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ

ｱﾄﾞﾚｽﾏｽｸ処理 E N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ N／A

ｱﾄﾞﾚｽﾏｽｸ生成 N／A E N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ

SNPA ﾏｽｸ処理 I N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ N／A

SNPA ﾏｽｸ生成 N／A N N／A ｵﾌﾟｼｮﾝ

ｾｷｭﾘﾃｨ N N ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ

ｻｰﾋﾞｽ品質ﾒﾝﾃﾅﾝｽ N N ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ

優先度 N N ｵﾌﾟｼｮﾝ ｵﾌﾟｼｮﾝ

E：使用する。 I：実装は任意。 N：使用しない。
N／A：適用不可。
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8.3.2　オプション機能

本規定で使用するオプション機能を表 8－5／JS－8880－a に示す。

表 8－5／JS－8880－a　オプション機能に関する規定

TTCの規定内容

使用条件オプション機能

ES IS
受信時の規定

PDUヘッダチェックサム生成 N N 受信時のみ正しく処理する

コンフィギュレーション通知 E E 正しく処理する

リフレッシュリダイレクト E N／A 正しく処理する

ESCT処理 I N／A 特に規定しない

ESCT生成 N／A I 特に規定しない

アドレスマスク処理 E N／A 正しく処理する

アドレスマスク生成 N／A E 正しく処理する

SNPAマスク処理 I N／A 特に規定しない

SNPAマスク生成 N／A N 特に規定しない

セキュリティ N N PDUを廃棄する

サービス品質メンテナンス N N そのパラメータのみ無視

優先度 N N そのパラメータのみ無視

E：使用する。 I：実装は任意。 N：使用しない。

N／A：規定外。
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8.3.3　詳細パラメータ規定事項

本節では、ルーティング情報交換プロトコルを用いて処理されるＥＳＨ　ＰＤＵ、ＩＳＨ　ＰＤＵ及び

ＲＤ　ＰＤＵに関するパラメータの詳細を規定する。

(1) 　ネットワークプロトコル識別子

２進の‘１０００００１０’（注１）を設定する（ＩＳＯ　９５４２ルーティング情報交換プロトコ

ルを識別）。その他のプロトコル識別子を持つパケットは廃棄する。

（注１）‘ａｂｃ．．．’はａｂｃ．．．が２進数であり，かつａがｍｓｂであることを示す。

(2) 　ＰＤＵヘッダ長

ＰＤＵヘッダの長さ（オクテット数）を２進数で示す。最大値は１０進数で２５４である。

(3) 　バージョン／拡張プロトコル識別子

２進の‘０００００００１’を設定する。ＩＳＯ　９５４２の標準版であることを示す。

(4) 　タイプコード

ＥＳＨ ＰＤＵ ；２進の‘０００１０’を設定する。

ＩＳＨ ＰＤＵ ；２進の‘００１００’を設定する。

ＲＤ ＰＤＵ ；２進の‘００１１０’を設定する。

(5) 　保持タイマ（ＨＴ）

ＰＤＵを受け取ったネットワークエンティティがＰＤＵに含まれる構成情報またはルーティング情報

を保持する最大時間（秒数）を示す。ＨＴフィールドの取り得る値の範囲は、１～６５５３５である。

ＥＳにおける本タイマ値（ＥＳがＥＳＨ　ＰＤＵに設定する値）の目安はトランスポートエンティティ

の無活動時間とはぼ同じ値を取り、トランスポートコネクションの解放手順よりも先に満了してはなら

ない。

ＩＳにおける本タイマ値（ＩＳがＩＳＨ　ＰＤＵ及びＲＤ　ＰＤＵに設定する値）の目安はトランス

ポートエンティティでの各タイマにより次式の条件を満たすものである。

ＨＴ－ＲＤ ＞ Ｗ

ＨＴ－ＲＤ ＜ Ｔ１　×（Ｎ－１）

ＨＴ－ＩＳＨ ＝ ＨＴ－ＲＤ

ただし、ここで各パラメータは以下のものである。

ＨＴ－ＩＳＨ ：ＩＳＨ　ＰＤＵに設定するＨＴ値。

ＨＴ－ＲＤ ：ＲＤ　ＰＤＵに設定するＨＴ値。

Ｗ ：トランスポートエンティティのウィンドウ時間。

Ｔ１ ：トランスポートエンティティの自局再送時間。

Ｎ ：トランスポートエンティティの最大送信回数。
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(6) 　チェックサム

本フィールドで、ＰＤＵのヘッダ部に誤りが発生したか否かを検査判定する。

発信元のシステムはプロトコルデータユニット送出時、チェックサム機能を使用しない。従って、プ

ロトコルデータユニット送出時全てのチェックサムフィールドの値に２進の‘００００００００’（全

てのビットが０）を設定する。

但し、チェックサム機能を使用した他のシステムとの相互接続を実現するために、本機能を使用した

プロトコルデータユニットを受信した場合、正しく処理されなければならない。

(7) 　発信元アドレス

ＥＳがＥＳＨ　ＰＤＵを送信する場合、発信元のＮＳＡＰアドレスを１つまたは、複数個２進符号で

設定する。形式を図８－７／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

msb lsb

10 発信元アドレスの数

11 発信元アドレス長

12 発信元アドレス

発信元アドレス長

発信元アドレス

m-1

  

図８－７／ＪＳ－８８８０－ａ　　ＥＳＨ　ＰＤＵ－発信元アドレス

（ＩＳＯ　９５４２）

(8) 　ネットワークエンティティタイトル

ＩＳがＩＳＨ　ＰＤＵ又は、ＲＤ　ＰＤＵを送信する時に使用する。

ＩＳがＩＳＨ　ＰＤＵを送信する場合、ＩＳのネットワークエンティティタイトル（注１）を２進符

号で設定する。

ＩＳがＲＤ　ＰＤＵを送信する場合、リダイレクト先のネットワークエンティティタイトル（注１、

２）を２進符号で設定する。形式を図８－８／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

（注１）ネットワークエンティティタイトルの形式はＮＳＡＰアドレスと同一である。
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（注２）リダイレクト先がＥＳである場合には、ネットワークエンティティタイトル長に‘００００

００００’を設定しネットワークエンティティタイトルは設定しない。

msb lsb

r ネットワークエンティティタイトル長

r+1 ネットワークエンティティタイトル

m-1

図８－８／ＪＳ－８８８０－ａ　ＩＳＨ／ＲＤ　ＰＤＵ－ネットワークエンティティ

（ＩＳＯ　９５４２） タイトル

(9) 　あて先アドレス

ＩＳがＲＤ　ＰＤＵを送信する場合、ＥＳが目的とする最終到達先のＮＳＡＰアドレスを２進符号で

設定する。形式を図８－９／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

msb lsb

10 あて先アドレス長

11 あて先アドレス

m-1

図８－９／ＪＳ－８８８０－ａ　ＲＤ　ＰＤＵ－あて先アドレス

（ＩＳＯ　９５４２）

(10)　あて先方向ベタールートサブネットワーク接続点（ＢＳＮＰＡ）

ＩＳがＲＤ　ＰＤＵを送信する場合、あて先アドレスで示された最終到達先へのベタールートとなる

ＩＳまたはＥＳのＳＮＰＡ（ＭＡＣアドレス）を２進符号で設定する。形式を図８－１０／ＪＳ－８８

８０－ａに示す。

msb lsb

ｍ ＢＳＮＰＡ長

m+1 ＢＳＮＰＡ

ｎ-1

図８－１０／ＪＳ－８８８０－ａ　ＲＤ　ＰＤＵ－ＢＳＮＰＡ

（ＩＳＯ　９５４２）
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(11)　構成タイマ（ＣＴ）

ＥＳまたはＩＳは、本タイマが満了するごとにそれぞれ全ＩＳアドレスまたは全ＥＳアドレスをあて

先としてＥＳはＥＳＨ　ＰＤＵをＩＳはＩＳＨ　ＰＤＵを送信する。

本タイマ（ＣＴ）と保持タイマ（ＨＴ）との関係は基本標準ＩＳＯ　９５４２により次式で与えられ

る。ただし、ここではαはＣＴがＨＴの範囲内で少なくとも２回満了するための本標準での調整値であ

る。

ＣＴ＝ＨＴ／２－α

本タイマの設定は上式及び、(5)保持タイマ（ＨＴ）との関係によりＥＳまたはＩＳに対してローカル

に設定されるものとする。
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8.3.4　PDU の処理詳細規定

(1)　チェックサム

チェックサム有りのＰＤＵを受信した場合、正しく処理する。

(2)　プロトコルエラー処理

ネットワークプロトコル識別子とバージョン／拡張プロトコル識別子が正しく、残りの項目が正しく

ない場合にはプロトコルエラーと判断し、そのようなＰＤＵは廃棄する。

(3)　セキュリティ機能

セキュリティパラメータを持つＰＤＵを受信したら、そのＰＤＵを廃棄する。

(4)　サービス品質メンテナンス機能

サービス品質メンテナンスパラメータを持つＰＤＵを受信したら、そのパラメータを無視し正しく処

理する。

(5)　優先度機能

優先度データパラメータを持つＰＤＵを受信したら、そのパラメータを無視し正しく処理する。
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ビット 8(msb) 1(lsb)

オクテット 1 ネットワークプロトコル識別子

2 PDU ヘッダ長

3 バージョン／拡張プロトコル識別子

4 リザーブ

5 0 0 0 タイプコード 00010 固定部

6

7

ホールディングタイム PDU

ヘッダ

8

9

チェックサム

10 発信元アドレスの数

11 発信元アドレス長 アドレス部

12 発信元アドレス

m-1

図８－１１／ＪＳ－８８８０－ａ　ＥＳＨ　ＰＤＵの構成

（ＩＳＯ　９５４２）
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ビット 8(msb) 1(lsb)

オクテット 1 ネットワークプロトコル識別子

2 PDU ヘッダ長

3 バージョン／拡張プロトコル識別子

4 リザーブ

5 0 0 0 タイプコード 00100 固定部

6

7

ホールディングタイム PDU

ヘッダ

8

9

チェックサム

10 ネットワークエンティティタイトル長

ネットワークエンティティタイトル11

m－1

ｱﾄﾞﾚｽ

部

パラメータコード

パラメータ長

パラメータ値

m

オプショ

ン部

図８－１２／ＪＳ－８８８０－ａ　ＩＳＨ　ＰＤＵの構成

（ＩＳＯ　９５４２）

ｐ－１
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ビット 8(msb) 1(lsb)

オクテット 1 ネットワークプロトコル識別子

2 PDU ヘッダ長

3 バージョン／拡張プロトコル識別子

4 リザーブ

5 0 0 0 タイプコード 00110 固定部

6

7

ホールディングタイム PDU

ヘッダ

8

9

チェックサム

10 あて先アドレス長

あて先アドレス11

m-1

m BSNPA 長

BSNPAm+1

n-1

ｱﾄﾞﾚｽ

部

n ネットワークエンティティタイトル長

n+1 ネットワークエンティティタイトル

p-1

p パラメータコード

パラメータ長

パラメータ値

q-1

オプショ

ン部

図８－１３／ＪＳ－８８８０－ａ　ＲＤ　ＰＤＵの構成

（ＩＳＯ　９５４２）　　（リダイレクト先がＩＳである場合）



- 47 - ＪＳ－８８８０－ａ

ビット 8(msb) 1(lsb)

オクテット 1 ネットワークプロトコル識別子

2 PDU ヘッダ長

3 バージョン／拡張プロトコル識別子

4 リザーブ

5 0 0 0 タイプコード 00110 固定部

6

7

ホールディングタイム PDU

ヘッダ

8

9

チェックサム

10 あて先アドレス長

あて先アドレス11

m-1

BSNPA 長m
m+1

BSNPA

n-1

ｱﾄﾞﾚｽ

部

ネットワークエンティティタイトル長n
n+1

パラメータコード

パラメータ長

パラメータ値

p-1

オプショ

ン部

図８－１４／ＪＳ－８８８０－ａ　ＲＤ　ＰＤＵの構成

（ＩＳＯ　９５４２）

（リダイレクト先がＥＳである場合）
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8.3.5　実装上の留意事項

(1)　ＪＳ－８８８０－ａの第一版との相互接続性について

①　ルーティング情報交換プロトコルの追加による影響

ルーティング情報交換プロトコルを実装しているステーションは、それを実装していないステーショ

ン（ＪＳ－８８８０－ａ　第一版を実装しているステーション）と相互接続を達成する必要がある場

合、次の機能を実装することが必要であり、かつ十分である。

“ルーティング情報交換プロトコルを実装していないステーションに関するスタティックな（保持タ

イマが満了しても消えない）ルーティング情報を持つ。”

②　ＩＳＯ　８４７３機能のＴＴＣ規定をアップデートすることの影響

ＪＳ－８８８０－ａの第一版では使用しないＩＳＯ　８４７３の機能「ふくそう通知」が使用可能

と、アップデートされた。この機能を使用する場合に、第一版との相互接続性はどうなるか、という

観点から考察したので、以下に記述する。

“ふくそう通知をサポートしているステーションとサポートしていないステーションが混在する場合、

ふくそう解除のメカニズムがうまくはたらかないという問題があるものの、相互接続性には影響しな

い。”
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8.4　コネクションレス型論理リンク制御（ＬＬＣ）サービス

(1)　概　要

＜DL＞サービス利用者　＜DL＞サービス提供者　＜DL＞サービス利用者

DL－UNITDATA 要求

DL－UNITDATA 指示

図８－１５／ＪＳ－８８８０－ａ　ＤＬ－ＵＮＩＴＤＡＴＡプリミティブ

のタイムシーケンス

(2)　コネクションレス型論理リンク制御サービスプリミティブ

サービスプリミティブ、及び各プリミティブに存在するパラメータを表８－６／ＪＳ－８８８０－ａ

に示す。本規定では優先度パラメータを当面使用しない。

表８－６／ＪＳ－８８８０－ａ　プリミティブ及びパラメータ

パラメータ DL－UNITDATA 要求 DL－UNITDATA 指示

発信元アドレス E E

あて先アドレス E E

データ E E

優先度 N N

Ｅ：使用する。 Ｎ：使用しない。

ＤＬ－ＵＮＩＴＤＡＴＡ　要求プリミティブは、コネクションレス型データ転送手順を使って論理リ

ンク制御サービスデータユニット（ＬＬＣ　ＳＤＵ）を送ることを要求するためにネットワークレイヤ

から論理リンク制御サブレイヤに渡される。ＤＬ－ＵＮＩＴＤＡＴＡ指示プリミティブは、論理リンク

制御サブレイヤのサービスデータユニットの到着を示すために論理リンク制御サブレイヤからネット

ワークレイヤヘ渡される。
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8.5　コネクションレス型論理リンク制御（ＬＬＣ）プロトコル

8.5.1　論理リンク制御プロトコルのタイプとクラス

本プロトコルプロファイルでは論理リンク制御（ＬＬＣ）の手順としてタイプ１のみを規定し、タイプ

２は規定しない。また、ＬＬＣのクラスとしてクラスⅠのみを規定し、クラスⅡは規定しない。

ＬＬＣのタイプ

タイプ１ タイプ２

クラスⅠ Ｓ Ｎ／ＡＬＬＣ

の

クラス クラスⅡ Ｓ Ｓ 　　　　：本章で規定する範囲

Ｓ：サポートしなければならない手順。

Ｎ／Ａ：適用できない手順

図８－１６／ＪＴ－８８８０－ａ　ＬＬＣのタイプとクラス

本規定において適用されるコマンドＰＤＵとレスポンスＰＤＵを以下に示す。

タイプ１機能： コマンド レスポンス

ＵＩ

ＸＩＤ ＸＩＤ

ＴＥＳＴ ＴＥＳＴ

8.5.2　ＬＬＣフレーム形式

(1)　ＬＬＣ　ＰＤＵの形式

←伝送方向

１オクテット １オクテット １オクテット ｍオクテット

ＤＳＡＰ

アドレス部

ＳＳＡＰ

アドレス部
制御部 情報部

ＤＳＡＰ：あて先サービスアクセス点

ＳＳＡＰ：発信元サービスアクセス点

図８－１７／ＪＳ－８８８０－ａ　ＬＬＣ　ＰＤＵの形式



- 51 - ＪＳ－８８８０－ａ

(2)　アドレス部（ＤＳＡＰ、ＳＳＡＰ）

ＤＳＡＰ

I/G　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ　Ｄ C/R　Ｓ　Ｓ　Ｓ　Ｓ　Ｓ　Ｓ　Ｓ

アドレスの最下位ビット

ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭のビット（最下位ビット）

I/G=0：個別 DSAP、I/G=1：グループ DSAP、C/R=0：コマンド、C/R=1：レスポンス

図８－１８／ＪＳ－８８８０－ａ　アドレス部の構成

本規定では個別アドレス、空アドレスを使用し、グループ、グローバルアドレスを使用しない。ここで

空アドレスとはＩ／Ｇビットが“０”でかつ残りのビットが“０００００００”であるＤＳＡＰ、または

Ｃ／Ｒビットを除く残りのビットが“０００００００”であるＳＳＡＰを指す。

（注）論理リンク制御サブレイヤではＭＡＣサブレイヤヘ渡すビットの順番に表現している。すなわち、

“abc･･･”は abc…が２進の値であり、かつａ側よりＭＡＣサブレイヤヘ渡されることを示す。

ＵＩコマンド： ＤＳＡＰ＝“０１１１１１１１”

　 ＳＳＡＰ＝“０１１１１１１１”

ＸＩＤコマンド、ＴＥＳＴコマンド： ＤＳＡＰ＝“００００００００”

　 ＳＳＡＰ＝“００００００００”

ＸＩＤレスポンス、ＴＥＳＴレスポンス： ＤＳＡＰ＝“００００００００”

　 ＳＳＡＰ＝“１０００００００”

(3)　制御部

ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭ビット

↓ (P)ﾋﾞｯﾄ

ビット １　２　３　４　５　６　７　８

１　１　０　０　０　０　０　０ ；ＵＩコマンド

１　１　１　１　１　１　０　１ ；ＸＩＤコマンド

１　１　０　０　１　１　１　１ ；ＴＥＳＴコマンド

図８－１９／ＪＳ－８８８０－ａ　タイプ１コマンド制御部の構成

ＳＳＡＰ

I/G または C/R ビット
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ＭＡＣサブレイヤとの間で送受される先頭ビット

↓ (F) ﾋﾞｯﾄ

ビット １　２　３　４　５　６　７　８

１　１　１　１　１　１　０　１ ；ＸＩＤレスポンス

１　１　０　０　１　１　１　１ ；ＴＥＳＴレスポンス

図８－２０／ＪＳ－８８８０－ａ　タイプ 1 レスポンス制御部の構成

8.5.3　非番号制（ＵＩ）コマンド

本コマンドＰＤＵは他のＬＬＣエンティティと情報を交換するために使用される。

本コマンドＰＤＵに対するレスポンスＰＤＵは存在しない。本コマンドＰＤＵはＤＳＡＰアドレス、Ｓ

ＳＡＰアドレスとして個別アドレスを持つ。

(a)　ＵＩコマンドＰＤＵの送信時、Ｐビットを“０”に設定する。Ｐビットを“１”に設定したＵＩコ

マンドＰＤＵを送信してはならない。

(b)　ＵＩコマンドＰＤＵの受信時、Ｐビットが“１”に設定されていた場合、これを廃棄する。

8.5.4　ＸＩＤコマンド

本コマンドＰＤＵはあて先ＬＬＣに提供できるＬＬＣのサービス・タイプを伝達する。

本コマンドＰＤＵはＤＳＡＰアドレス、ＳＳＡＰアドレスとして空アドレスを持つ。

発信側ＬＬＣエンティティはいつでもＸＩＤコマンドＰＤＵを送信できる。ＸＩＤコマンドＰＤＵに対

するレスポンスは必須である。ＸＩＤコマンドＰＤＵはＰビットを“１”に設定し、Ｐビットを“０”に

設定してはならない。

ＸＩＤ情報部のＸＩＤフォーマット識別子フィールド（８ビット）に二進の“１００００００１”を設

定し、パラメータフィールド（１６ビット）のＬＬＣタイプクラス識別子フィールド（５ビット）に２進

の“１００００”を設定し、クラスＩ・タイプ１　ＬＬＣであることを示す。また、将来用にリザーブさ

れたフィールド（４ビット）には当面全ビットを“０”に設定する。

受信ウィンドウサイズを確認するための機能を使用しない。受信ウィンドウサイズ確認フィールド（７

ビット）は全ビットを“０”に設定する。
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ＭＡＣサブレイヤとの間で渡されるＸＩＤ情報部の先頭ビット

↓

XID ﾌｫｰﾏｯﾄ識別子

“10000001”は JIS 基本形式

図８－２１／ＪＳ－８８８０－ａ　ＸＩＤ　ＰＤＵ情報部の構成とコーディング

ＭＡＣの重複アドレスをチェックするためにＸＩＤコマンドを使用してもよい。このためにＸＩＤコマ

ンドを使用する場合、Ｔ６秒おきにＮ４回（あて先アドレスフィールドに自己のアドレスを設定した）Ｘ

ＩＤコマンドを送出する。これに対する応答（ＸＩＤレスポンス）がない時、正常（ＭＡＣの重複アドレ

スはない）とする。

8.5.5　ＴＥＳＴコマンド

本コマンドＰＤＵはあて先のＬＬＣエンティティに対してＴＥＳＴレスポンスＰＤＵで応答させ、ＬＬ

Ｃ相互間の伝送路の基本的な試験を行うために使用される。

ＴＥＳＴコマンドＰＤＵはＰビットを“１”に設定し、Ｐビットを“０”に設定してはならない。また

ＤＳＡＰアドレス、ＳＳＡＰアドレスとして空アドレスを持つ。

ＴＥＳＴコマンドＰＤＵの使用はオプションであるが、ＬＬＣはＴＥＳＴコマンドＰＤＵにＴＥＳＴレ

スポンスで応答できなければならない。

ＴＥＳＴコマンドＰＤＵにはオプションとして情報部を付加してもよい。

8.5.6　ＸＩＤレスポンス

本レスポンスＰＤＵはＸＩＤコマンドＰＤＵに対して応答するために用いられる。ＸＩＤコマンドＰＤ

Ｕに情報があれば、ＸＩＤレスポンスＰＤＵの情報部で応答しなければならない。本レスポンスＰＤＵは

ＤＳＡＰアドレス、ＳＳＡＰアドレスとして空アドレスを持つ。ＸＩＤレスポンスＰＤＵは、Ｆビットを

“１”に設定しなければならない。

ＸＩＤ情報

制御部 ＸＸＸＸＸＸＸＸ ＹＹＹＹＹＺＺＺ ＺＷＷＷＷＷＷＷ

受信ｳｨﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞ確認（使用
しない。当面全ﾋﾞｯﾄを
“０”に設定する）
将来の使用に確保（値は０）LLC ﾀｲﾌﾟ/ｸﾗｽ識別子

YYYYY の値は“10000”(ｸﾗｽ I LLC、ﾀｲﾌﾟ 1 LLC)である。
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ＸＩＤコマンド受信時、フォーマットをチェックし、エラーの場合は、ＸＩＤコマンドとみなさずその

コマンドを廃棄する。

8.5.7　ＴＥＳＴレスポンス

本レスポンスＰＤＵはＴＥＳＴコマンドＰＤＵに応答するために使用され、Ｆビットを“１”に設定し

なければならない。ＴＥＳＴコマンドＰＤＵに情報部があれば、対応するＴＥＳＴレスポンスＰＤＵで同

一の情報部を返送しなければならない。情報部の長さは０からＬＬＣの最大長まで可能である。ＬＬＣが

バッファ容量の制限等の理由で情報部を許容できない場合には、情報部のないＴＥＳＴレスポンスＰＤＵ

を返送してもよい。

8.5.8　システムパラメータ

ＬＬＣのリンク管理に必要なシステムパラメータを表８－７／ＪＳ－８８８０－ａに示す。

表８－７／ＪＳ－８８８０－ａ　システムパラメータ

システム定数 使用条件 パラメータ値

Ｌ 送受信バッファ長 Ｅ インプリメント時に値を決める

Ｔ３ Ｐビットタイマ Ｅ インプリメント時に値を決める

Ｔ６ ＸＩＤコマンド送出タイミング Ｉ インプリメント時に値を決める

Ｎ４ ＸＩＤコマンド再送回数 Ｉ インプリメント時に値を決める

Ｅ：使用する

Ｉ：インプリメント時、使用可否を決める
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付録 1（TTC標準 JS－8880－aに対する）

付表1－1／JS－8880－a　他標準との関係

No． 項　目 ①ＴＴＣ

JS-8880-a

②ＩＳＯ

ISO　8880-1,2

③ＩＳＯ

ISO　8880-1,3

④ＩＳＯ

ISO　8881

1 名　称 LAN上でのネットワ

ークサービス提供の

ためのプロトコルプ

ロファイル

コネクション型ネッ

トワークサービス提

供のためのプロトコ

ル組合せ

コネクションレス型

ネットワークサービ

ス提供のためのプロ

トコル組合せ

LAN上でのX.25を使

用したコネクション

型ネットワークプロ

トコル

2 通信ﾓｰﾄﾞ ＣＯ*3・ＣＬ*4 ＣＯ ＣＬ ＣＯ

3 適用対象 -8802LAN
(8208DTE/DTE,9542,
8473 over 8802-2)

-8802LAN thru
 PSDN,直通回線

-8802LAN
(8208DTE/DTE over
8802-2)
–PSDN
(8208DTE/DCE over
7776)
–CSDN
(8208DTE/DTE over
7776)
–Point to Point
Subnetwork
(8208DTE/DTE over
7776)

-8802LAN
(8473 over 8802-2)

-PSDN
(8473 over 8208)
-CSDN
(8473 over 7809)
-Point to Point
Subnetwork
(8473 over 7809)

-8802LAN
(8473 over 8802-2)

4 規定条件 ＬＡＮ上のプロトコ

ル機能標準を規定

（ＣＯ及びＣＬ）

関連標準の参照によるフレームワーク

を規定

ＬＡＮ上のプロトコ

ル選択範囲（＊５）

を規定（ＣＯのみ）

5 規定範囲 レイヤ３およびレイヤ２ＬＬＣ

1.ｺﾈｸｼｮﾝ型ﾚｲﾔ2～3

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

･ｻｰﾋﾞｽ定義(表7-1)
･適合条件(表7-5)

･論理ﾁｬﾈﾙ識別子

･ﾊﾟｹｯﾄ種別形式

(表7-6)

･ｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾕｰｻﾞﾌｧｼﾘﾃｨ

(表7-7)*1
･ｵﾌﾟｼｮﾅﾙDTEﾌｧｼﾘﾃｨ

(表7-8)*1

･ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ

(表7-9)*1

･LLCｺﾏﾝﾄﾞ/ﾚｽﾎﾟﾝｽ

8802LAN
–CONS 8348参照

-適合条件8881参照

-X.25手順､ﾌｫｰﾏｯﾄ

 8208参照

-特記事項

 8881参照

-LLC 手順､ﾌｫｰﾏｯﾄ

 8881参照

6 規定内容

2.ｺﾈｸｼｮﾝﾚｽ型ﾚｲﾔ2

～3ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ
･ｻｰﾋﾞｽ定義（表8－1）

･ﾌﾟﾛﾄｺﾙｻﾌﾞｾｯﾄ

（表8－2）*2

･ｵﾌﾟｼｮﾝ機能

（表8－3）*2

･詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀ規定

*2
・LLCｺﾏﾝﾄﾞ/ﾚｽﾎﾟﾝｽ

3.ﾙｰﾃｨﾝｸﾞ情報交換

ﾌﾟﾛﾄｺﾙﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ

･ﾌﾟﾛﾄｺﾙｻﾌﾞｾｯﾄ

（表8－4）*7

･ｵﾌﾟｼｮﾝ機能

（表8－5）*7

･詳細ﾊﾟﾗﾒｰﾀ規定

8802LAN

-CLNS 8473/AD1
 参照

-適合条件8473参照

-LLC ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

ISO 8473/AD1準拠

-LLC 手順､ﾌｫｰﾏｯﾄ

8881参照

(ISO 8880-1,2の

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸに関して)

1.下位ﾚｲﾔでの考慮

点

–MAC ｱﾄﾞﾚｽとX.25

PLP との関係

–LLC の管理

2.ﾊﾟｹｯﾄﾚﾍﾞﾙでの考慮

点

-論理ﾁｬﾈﾙ識別子割当

-ｼｽﾃﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀ

･ﾀｲﾏ･再送ｶｳﾝﾀ

-ｵﾌﾟｼｮﾅﾙﾕｰｻﾞﾌｧｼﾘﾃｨ

19種類規定

-ﾃﾞﾌｫﾙﾄｳｨﾝﾄﾞ/ﾊﾟｹｯﾄ
ｻｲｽﾞ

-動作の開始

-LLC1上での

ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ動作

-ｺﾝﾌｫﾏﾝｽ 要求条件

（注）＊１ ISO 8881の規定内容を詳細化した項目 ＊２　ISO 8473の適用法を詳細化した項目

＊３ ＴＴＣ　ＪＳ－８８８０－ａ　７章 ＊４　ＴＴＣ　ＪＳ－８８８０－ａ　８章

＊５ オプション、タイマ等の選択可能な範囲を規定。機能標準より範囲が広い。

＊６ 本表中での数字４桁はＩＳＯ標準番号を示す。 ＊７　ISO 9542 の適用法を詳細化した項目
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付録 2　（ＴＴＣ標準ＪＳ－８８８０－ａに対する）

コネクション型ネットワークプロトコル使用条件の選択理由

１．コネクション型ネットワークサービスのプリミティブならびにパラメータの選択理由

ＩＳＯ８３４８あるいはＩＳＯ８８７８に定義されているネットワークサービスのプリミティブならび

にパラメータのうち本標準で使用しないものは以下の理由による。

(1)　データ転送フェーズのプリミティブ

（ⅰ）N－DATA－ACKNOWLEDGE 要求：ＩＳＯ８８７８で使用していない為。

（ⅱ）N－DATA－ACKNOWLEDGE 指示：ＩＳＯ８８７８で使用していない為。

(2)　優先データ転送フェーズのプリミティブ

（ⅰ）N－EXPEDITED－DATA 要求：ＪＳ－８８８０－ａで優先データ転送を提供するパケットを使用

していない為。

（ⅱ）N－EXPEDITED－DATA 指示：ＪＳ－８８８０－ａで優先データ転送を提供するパケットを使用

していない為。

(3)　呼設定フェーズのプリミティブのパラメータ

（ⅰ）ＱＯＳパラメータセット：使用方法が明確でないので使用しない。

（ⅱ）優先データパラメータセット：使用方法が明確でないので使用しない。

(4)　呼解放フェーズのプリミティブのパラメータ

（ⅰ）応答アドレス：使用方法が明確でないので使用しない。

（ⅱ）ＮＳ利用者データ：使用方法が明確でないので使用しない。

2．コネクション型ネットワークプロトコル

2．1　ＤＴＥ適合条件

　ＤＴＥの各基本条件については、下記である。（番号は表７－６／ＪＳ－８８８０－ａ中の項№（項番）

に対応する。）

№１……現状の公衆パケット交換網等でサポートしているデータパケット長を踏襲する。

（１２８オクテットより短い利点が不明である。）

№２……パケットモジュロはＤＴＥ／ＤＴＥ環境でもモジュロ８で十分であり、１２８の有用性を検討

したが、特にモジュロ１２８の方が有利と云う訳ではない。むしろＤＴＥ／ＤＣＥ環境ではモ

ジュロ８であり、ヘッダを２本立てとするのは
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インプリメント上大問題で、モジュロ 8 に統一すべきである。

№３

　～　 …必須機能の確認とプロトコルデータユニットの統一の為に規定する。

№６

2.2　論理チャネル識別子の使用条件

ａ．構成（パラメータ値）をＬＣＩ一本又はＬＣＧＮ，ＬＣＮと分けるのは、事前合意が望ましい。

但し、ＩＳＯ８２０８　ＤＡＤ１の「代替論理チャネル」方式はＩＳＯで審議中であり、未だ国際標

準になっていない為、ＪＳ－８２０８にも取り込んでいない。

2.3　パケット種別使用条件

ＪＳ－８２０８において使用条件「使用する」を対象とする。

2.4　パケットフォーマット使用条件

ＪＳ－８２０８を基本とし、折り込むべきオプショナル規定を満たすものとする。

2.5　オプショナルユーザファシリティの使用条件については、下記の通りである。（番号は表 7－8／JS－

8880－a 中の№（項番）と対応する。）

№１………－ＤＴＥ／ＤＴＥ環境での使用法が不明である。不特定多数端末接続の公衆網でのみ有用と考

えられる。

－ＤＴＥ／ＤＣＥ環境を考えても、現ＤＣＥにサポート機能無し。

従って、ＤＤＸ－Ｐ等でサポート時に見直しとする。

№２………（ＤＴＥ適合の基本条件のパケットモジュロの項参照）

№３………再送はスループット向上の為、リンクバイリンクにデータリンクレイヤのＬＬＣ２で実施され

ている。従って、ネットワークレイヤでは使用しない。

№４　　…通常は双方向制御である。但し、ユーザアプリケーションによってはＤＴＥ／ＤＴＥ環境

№５ に於いて、発信専用又は着信専用があり得るため、オプションとしている。

№６………ユーザデータフィールド長の拡張に必要である。

№７………ウィンドウサイズの拡張に必要である。
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№８　　…ＤＴＥ／ＤＣＥ環境に於いて、ＤＣＥ側リソースの効率的使用という観点から有効であり、

№10 ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では使用しない。あるいは必須ではないとする。

№９………ＬＡＮ－ＷＡＮ接続に有用。（ＬＡＮパラメータとＷＡＮパラメータの違い有）

№11………ＩＳＯ８８７８　ＣＯＮＳに従う。ＬＡＮ－ＷＡＮ接続時、ＮＳＡＰ伝達に使う可能性あり。

2.6　オプショナルＤＴＥファシリティ使用条件については、下記である。（番号は表７－９／ＪＳ－８８

８０－ａ中の№に対応する。）

№１　　…ＤＴＥ／ＤＴＥ環境でアドレス拡張に使用する。

№２

№３………ＤＴＥ／ＤＴＥ環境で、途中のサブネットワークの全てが、本機能をサポートしうるとは考え

られないので、使用しない。

№４………ＤＴＥ／ＤＴＥ環境では有用性を検討したが、特に考えられないので、使用しない。

2.7　システムパラメータ使用条件については下記の通りである。

－タイマー

・Ｔ２０，２１，２２，２３…ＩＳＯ　８８８１，ＪＴ－８２０８に従う。

・Ｔ２４，２５…………………必須ではない。但し、パケットによっては使用可能なので、ユーザア

プリケーションによっては事前合意によって使うものとする。

値は、Ｔ２０～Ｔ２３と同じで不都合ないと思える。

・Ｔ２６，２７，２８…………パケット種別として、元々使用せず。

－再送カウンタ

・Ｒ２０，２２，２３…………ＩＳＯ　８８８１，ＪＳ－８２０８に従う。

・Ｒ２５，２７，２８…………パケット種別として、元々使用せず。

－フロー制御

・ユーザデータフィールド長…事前合意で可変範囲を可能であるが、ロングパケットでのインプリメ

ント上の困難さの程度から、２０４８オクテットで支障ない。
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2.8　データ転送手順使用条件

Ｄビット‥‥‥ ネットワークレイヤで再送制御は行わないのでＤビットを使う必要なし。

Ｑビット………’８０年版コンバージェンス，Ｘ．２８／Ｘ．２９等を使用する場合に必要な機能で

あり、使用する必要ない。但し、相手が使用したい場合は、受信側で何もしないよう

にすれば、充分である。

Ｍビット……… Ｄビットを使用しなくて、Ｍビット使用の場合はカテゴリーＡのみであり、オプショ

ンで充分である。

2.9　ブロードキャスト機能は規定しない。

・ＩＳＯ　８８８１……ＬＬＣ２では、リスタート時の一斉リセット機能があるが、まだ内容は確定

していない為、サポートせず、当面静観する。

（ＩＳＯ　８８８１の内容によって、今後見直しが必要である。）

３．コネクション型論理リンク制御サービス

ＤＬ－ＣＯＮＮＥＣＴ要求、指示、応答、確認プリミティブのパラメータ内、優先度は上位レイヤで規

定していないため、使用しない。

ＤＬ－ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ指示およびＤＬ－ＲＥＳＥＴ指示のパラメータの“理由”、およびＤＬ－

ＣＯＮＮＥＣＴＩＯＮ－ＦＬＯＷＣＯＮＴＲＯＬ要求／指示のパラメータの“量”は、相手ＬＡＮステー

ションとのプロトコルに関係しないパラメータであるため、一つのＬＡＮステーション内でのインプリメ

ントマターとする。

４．コネクション型論理リンク制御プロトコル

4.1　ＬＬＣのタイプ

ＩＳＯ　８８０２－２で規定されるＬＬＣはタイプ１とタイプ２の２種類あるが、ＩＳＯ　８２０８　３

項 General considerations の要求するサービス品質を保つために、タイプ 2 を使用することとする。

4.2　ＬＬＣシステムパラメータ

(a)　アクノレッジタイマ、P ビットタイマ、リジェクトタイマ

…４Ｋオクテットのデータを送信し、対応を待つに必要な時間を見込んで各々１秒
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とした。

(b)　ビジーステートタイマ

…上記(a)の３つのタイマより大さい値をとる必要から３秒とした。

(c)　最大再送回数（Ｎ２）

…ＷＡＮとの接続の整合性を考慮し（複数段ネットワークを考慮し）最大７回とした。

(d)　Ｉ　ＰＤＵ最大オクテット値（Ｎ１）

…ＬＡＮ内の各タイマ（例えばトークンリングＬＡＮでのトークンホールドタイマ）内で伝送できう

るデータ量を考慮し、最大４０９６オクテットとした。

(e)　最大未確認　Ｉ　ＰＤＵ数（Ｋ）

…ＩＳＯ　８８８１に準拠し、７以下とするが、ＬＡＮとＷＡＮの接続を考慮すると、その接続の際

の負荷集中を避ける事から３程度が望ましい。
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付録 3　（ＴＴＣ標準　ＪＳ－８８８０－ａに対する）

コネクションレス型ネットワークプロトコル使用条件の選択理由

１．コネクションレス型ネットワークサービス

(1)　サービス品質パラメータはふくそう通知機能を使用する場合に使用する。

２．コネクションレス型ネットワークプロトコル

2.1　サブセット選定の理由

(1)　非セグメンティングサブセットは通信するエンドシステム間がセグメントする必要が無いほど十分大

きな利用者データ長をサポートしたサブネットワークで相互に接続された場合に適用可能なプロトコル

サブセットである。このため一般的なサブネットワーク間の接続形態を考えると以下のような制約が生

じる。

・通信相手、通信パスごとに最大利用者データ長を管理し、この値に合わせて発信側で利用者データ

長を限定して送信する。

(2)　ネットワークインアクティブサブセットは、ネットワークレイヤの大半の機能を使用しないで通信可

能なきわめて簡易なプロトコルサブセットであるが、ネットワークレイヤアドレスが存在しないためデー

タリンクアドレスで通信相手を特定できるサブネットワーク内のみに適用が限定される。

2.2　各パラメータ値の規定理由

(1) 　ネットワークプロトコル識別子：国際標準で規定されている。

(2) 　プロトコルデータユニットヘッダ長：最大長は国際標準で規定されている。

(3) 　バージョン／拡張プロトコル識別子：国際標準で規定されている。

(4) 　ライフタイム値：ネットワーク構成（規模、トポロジー等）に依存するため値を決めていない。

(5) 　セグメント許可フラグ：送出する全ＰＤＵに対してセグメントを許可する規定としているため。

(6) 　モアセグメントフラグ：国際標準で規定されている。

(7) 　エラー報告フラグ：国際標準で規定されている。各ＰＤＵ毎にエラー報告の可否を選択できるが処理

の簡易化のため全ＰＤＵに対してエラー報告を行う規定とした。
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(8) 　タイプコード：国際標準で規定されている。

(9) 　ＮＰＤＵセグメント長：セグメント時のＰＤＵ長であり、固定的な値ではない。

(10)　チェックサム：国際標準で規定されている。データリンクレイヤでＦＣＳ計算を実行しており誤りの

検出は可能である。処理の簡易化のためチェックサムを計算しない規定とした。

(11)　アドレス長／アドレス：国際標準で規定されている。

(12)　データ単位識別子：国際標準で規定されている。

(13)　セグメントオフセット：国際標準で規定されている。

(14)　ＰＤＵ全長：国際標準で規定されている。

(15)　ＮＳＤＵ最大長：国際標準で規定されている。

(16)　下位レイヤに期待する利用者サービスデータ単位長：国際標準で規定されている。

(17)　組立タイマ：ネットワーク構成インプリメント状況に依存するため値を決めていない。

３．ルーティング情報交換プロトコル使用条件の選択理由

(1) 　サブセットの選択

ＥＳ－ＩＳプロトコルでは、ＣＩ（コンフィギュレーション情報サポート）及びＲＩ（リダイレクト

情報サポート）の２つのサブセットを使用する。

ＣＩをサポートしないと、通信相手となるＥＳ及びＩＳに関するアドレス情報をすべてＩＳに登録し、

維持しなければならない。また、ＥＳに対しても当該ＩＳに関するアドレス情報を登録・維持させなけ

ればならず、管理の手間を著しく増大させることになる。

ＲＩをサポートしないと、ＥＳは最適ルートで通信できないことがあり、中継のオーバヘッド、ＬＡ

Ｎ上の不要な情報を増加させることになるので望ましくない。

(2) 　チェックサム

ＬＡＮの伝送品質がよく、ＭＡＣ副層のＦＣＳ見逃し誤り率も低いので不要である。さらに、チェッ

クサムを使用するとオーバヘッドを大きくする要因となる。

(3) 　ＥＳＣＴ生成機能

ＩＳにおけるＥＳＣＴ生成機能は、ＥＳが使用するＣＴの値をＩＳが調整する機能
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であり相互運用性に影響がないので実装は任意とする。

(4) 　ＥＳＣＴ処理機能

ＥＳＣＴ処理は、ＥＳで使用しているＣＴ値をＩＳが調整する機能である。

ＥＳＣＴ処理を行なうか否かは相互接続性に影響がないので任意とする。

(5) 　アドレスマスク生成機能

ＩＳがこの機能を使用することにより、ＰＤ　ＰＤＵ数を削減し、ＥＳでのルーティングテーブル量

の削減及びルーティング処理の軽減が出来る場合があるので使用する。

(6) 　アドレスマスク処理機能

アドレスマスク処理機能は、ＲＤ　ＰＤＵ数の削減、ＥＳでのルーティングテーブル量の削減及びルー

ティング処理の軽減を図るためには有効であるので使用する。

(7) 　ＳＮＰＡマスク生成機能

ＳＮＰＡマスク生成機能は、ネットワークアドレスの一部にＭＡＣアドレスが設定されていることを

前提とした機能であるが、ＭＡＣアドレスが設定されている保証が無いので使用しないこととする。

(8) 　セキュリティ機能

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていないので、相互運用性を高めるために使用しない。

(9) 　サービス品質メンテナンス機能

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていないので、相互運用性を高めるために使用しない。

(10)　優先度機能

この機能は、使用方法及び必要性が明確になっていないので、相互運用性を高めるために使用しない。

(11)　ＩＳＨ　ＰＤＵ受信

この機能は、相互接続性に影響がないので規定範囲外とする。

(12)　コンフィギュレーション通知機能

ＥＳ，ＩＳにおけるコンフィギュレーション通知機能は新たにネットワークに加入したＥＳ，ＩＳが

他のＥＳ，ＩＳの存在を速やかに知るために有効な機能である。但し、大規模システムではコンフィギュ

レーション通知によるＥＳＨ　ＰＤＵとＩＳＨ
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ＰＤＵが特定のＥＳに集中することがあるので使用有無を設定できる手段が必須である。

４．コネクションレス型論理リンク制御サービス

(1)　優先度パラメータはその使用方法が明確でないため使用しないこととした。

５．コネクションレス型論理リンク制御プロトコル

(1)　ＬＡＮでネットワークプロトコルがコネクションレス型であるとき、コネクションレス型の論理リン

ク制御プロトコルを適用することが一般的である。

(2)　このために論理リンク制御プロトコルとしてタイプ１を選択し、クラスＩを選択した。
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付録４　（ＴＴＣ標準　ＪＳ－８８８０－ａに対する）

ＴＴＣ標準用語英語対照表

英　語

Ａ

asynchrounous balanced mode

Ｂ

Ｃ

call

call request

call set-up

call release

call accepted

call connected

call collision

called DTE

calling DTE

cause

clear request

clear indication

clear confirmation

connection-mode

clear confirmation

connectionless-mode

Ｄ

data

data transfer

D-bit

destination

DTE originated

diagnostic code

disconnect mode

disconnect

ＴＴＣ標準用語

非同期平衡モード

呼

発呼要求（ＣＲ）

呼設定

呼解放

着呼受付（ＣＡ）

接続完了（ＣＣ）

呼衝突

被呼ＤＴＥ

起呼ＤＴＥ

原因符号

復旧要求（ＣＱ）

切断指示（ＣＩ）

切断確認（ＣＦ）

コネクション型

復旧確認（ＣＦ）

コネクションレス型

データ（ＤＴ）

データ転送

Ｄビット

あて先

ＤＴＥ起動

診断符号

ＤＭ

ＤＩＳＣ
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Ｅ

entity

environment

exchange identification

Ｆ

facility field

facility length field

frame reject

Ｇ

Ｈ

Ｉ

incoming call

Ｊ

Ｋ

Ｌ

LAN station

logical channel identifier

logical channel

logical link control

Ｍ

M-Bit

Media Access Control

modulo

Ｎ

Network Service Access Point

network service data unit

Ｏ

optional user facility

optional DTE facility

Ｐ

packet level entity

packet loss ratio

permanent virtual circuit

physical layer

エンティティ

環　境

ＸＩＤ

ファシリティフィールド

ファシリティ長フィールド

ＦＲＭＲ

着呼（ＣＮ）

ＬＡＮステーション

論理チャネル識別子

論理チャネル

論理リンク制御（ＬＬＣ）

Ｍビット

媒体アクセス制御（ＭＡＣ）

モジュロ

ＮＳＡＰ

ＮＳＤＵ

オプショナルユーザファシリティ

オプショナルＤＴＥファシリティ

パケットレベルエンティティ

パケット紛失率

ＰＶＣ

物理レイヤ



- 67 - ＪＳ－８８８０－ａ

Ｑ

quality of service

Q-Bit

Ｒ

receive ready

receive not ready

registration request

reject

receive ready

receive not ready

reset request

reset indication

reset confirmation

reset

restart confirmation

restart indication

restart request

Ｓ

sequence error ratio

set asynchrounous balanced mode extended

slotted ring

source

Ｔ

token bus

token ring

Ｕ

unnumbered acknowledge

unnumbered information

Ｖ

virtual call

Ｗ

window size

サービス品質

Ｑビット

ＲＲ

ＲＮＲ

登録要求

リジェクト（ＲＥＪ）

受信可（ＲＲ）

受信不可（ＲＮＲ）

リセット要求（ＲＱ）

リセット指示（ＲＩ）

リセット確認（ＲＦ）

リセット

リスタート確認（ＳＦ）

リスタート指示（ＳＩ）

リスタート要求（ＲＱ）

順序誤り率

ＳＡＢＭＥ

スロッテドリング

発信元

トークンバス

トークンリング

ＵＡ

ＵＩ

ＶＣ

ウィンドサイズ
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高倉　秀基 アンリツ(株) 森田　隆士 (株)日立製作所

秋山　頌敏 大倉電気(株) 上山　裕史 藤倉電線(株)

大多和篤夫 沖電気工業(株) 小沢　祐治 富士ｾﾞﾛｯｸｽ(株)

上田　　岳 川崎製鉄(株) 松田　　孝 富士通(株)

荒川　　忠 キヤノン(株) 福富　昌司 古河電気工業(株)

佐々木里幸 シャープ(株) 田島　竜哉 松下通信工業(株)

夏目　晃宏 住友電気工業(株) 中塚　茂雄 三菱電機(株)

国京　知雄 (株)東芝 関　　和之 (株)リコー

廣瀬　直樹 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株) 楠本　匡介 東京電力(株)

新良貴幸夫 日本情報通信ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ(株)

（ＪＴ－８８８０－ａ　改版　検討グループ）

◎ 小澤　和幸 日本電信電話(株)

山崎　　正 NTT ﾃﾞｰﾀ通信(株) 小島　長幸 日本無線(株)

秋山　頌敏 大倉電気(株) 峰岸　成己 日本ユニシス(株)

大多和篤夫 沖電気工業(株) 上山　裕史 藤倉電線(株)

上田　　岳 川崎製鉄(株) 福富　昌司 古河電気工業(株)

夏目　晃宏 住友電気工業(株)

国京　知雄 (株)東芝

事務局　日塔公一郎（第三技術部）
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（順不同）

（ＪＳ－８８８０－ａ）

第三部門委員会　第二専門委員会

委員長 樫尾　次郎 (株)日立製作所

副委員長 木下　研作 日本電信電話(株)

飯作　俊一 国際電信電話(株) 土井　英司 日本電信電話(株)

草原　寛司 日本電信電話(株)

山崎　　正 NTT ﾃﾞｰﾀ通信(株)

庄子　時夫 アンリツ(株)

秋山　頌敏 大倉電気(株)

大多和篤夫 沖電気工業(株)

丸谷　　睦 川崎製鉄(株)

荒川　　忠 キヤノン(株)

佐々木里幸 シャープ(株)

夏目　晃宏 住友電気工業(株)

国京　知雄 (株)東　芝

田中　克己 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)

伊藤　泰雄 日本電気(株)

小島　長幸 日本無線(株)

峰岸　成己 日本ユニシス(株)

森田　隆士 (株)日立製作所

唐井　謙至 藤倉電線(株)

丸山　修孝 富士ゼロックス(株)

松田　　孝 富士通(株)

早川　博恭 古河電気工業(株)

石井　厚史 松下通信工業(株)

中塚　茂雄 三菱電機(株)

出町　公二 横河電機(株)

楠本　匡介 東京電力(株)

豊川　博仁 日本通信協力(株)

事務局　塚谷　俊道（第三技術部）


	　　



